
調査部



定置漁一場調査

調査都

 定置漁業に若いて海底状況0)把握は本業0)基調をなゴも0)であるよって魚礁0)位置底質等深線
 を調査して漁場図を作成本漁推進0)指針とすることを目的とした。

方法

 先づ海岸線測量を行い基点を取りトランシットを固定し魚群探知機による測深を行い般位決定
 をだし図面上に水深を記入漁場図を作成した。・

 (I)①調査場所南種子町竹崎漁場

 ②便用船民間船5屯τ5馬力

 ⑧使用器具

 Aトラニ/シット二基

 B小型漁探及びバッテリ・

Cストッブヲオツチ

 D六分儀一台

 (皿)①調査場所鹿屋市高須町矢野漁場
 ②便用船本場所属さざだみ2屯ユ0馬力

 ⑧便用器臭Aトランシット二基

 B小型漁探一台

Cストップヲオツチ

 D六分儀一台

先進地視察概要

 昨年度実施した九州四国太平洋岸漁業地視察に引つづき本年度は主とし■山陰地方を視察対象
 として笑掩した0)で概要を記す。

 (D視察団0)構成

 漁村青年、漁協役職員、市町村水産担当職員0)中から推薦を求め更に乗船定員数に達するま
 で選衡を行い下記u名をもって1覗察団を構成した。一

 原口義雄。下鶴政吉。竜田敦彦。茶園修。早崎動。阿潟浜辰己。川野利通。浜崎弘幸。川畑享

 辛夷栄一。大良友松。

 引率者本場技師。叉木勝弘。同塩田正人(船舶運航責任者)。

 (2)視察目時・航走距離・覗祭場所等。

 朋1発時刻ト時刻1航走時間卜名1視察場所並に時間莫の他
7.11

ク12

11.55

13.30

190狸(25.5時) 鹿児島

勝本

 10.00本場に於て結団式
乗船出発
長崎県肇岐郡勝本町勝本漁協組合長外5名

青年部23名
 14.00～18.記(漁協運営、漁臨概況、青年活動、一漁業技

術)



     ク22.0口90浬(8時)ク
     137.0黄波戸

     ク21.00ク

黄波月
夜航海

 鰯鷲撃瞥嘉纂嘉プ(公民館)漁協運営・
 公民館活動(幻燈による説明)
 8.00山20.00・組合長外8名

青年郁3名
公民錨長1名

夜航海

14
14.00

9.00  ・・浬(l1時)1仁万  島根県仁万町漁協運営、漁協概況、
 青ヰ活動、組合長外5名

青年部6名
9.00山13.00

16.30 25芋里(2.5時) 1大杜 出雲大社見事

 ア15」

15
16

4.40

20.50

10.15

4.45

 曜(・時)1

 7・浬(8時)1

美保関

香住

 島根県美保関漁協/0.40」16刃組合長外10名
青年部1名

 漁協運営漁協概況、青年活駄漁業技術、水質汚濁、

夜航海
 I兵庫県香佳町香住漁協8.30-13.00組合長、青年部2名

 組合運営漁協概況、青年活動、漁業技術

13.30
14.10 40分 1紫ク山  同上、紫山漁協14.20-17.5口組合長3名

青年部2名

 組合運営、漁業概況、青年活動、漁業技術

1;1 19.50 40『 下関  下関市向け
 途中■ト関市(漁業水産機関視察)
停泊
 下薗市魚市場、フ鶴状況、大洋漁業並に大洋漁業ソー4
 一ジ加工場視察長府水族館視察

19 4.00
10.45 一6.4粉

下関

福岡  停泊市内祝祭(慰労の為自由行動)

20

21

4.q5

8.30 鹿児島

 帰途につく
 慶I鳥島入港、船上に於て閉会式
閑散

(3)使用船一本場試験船 昭南克98竜  300馬力。

先進地視察報告記

調査部 又木技師

 。ま・え一一一が。き

 理想的た先導地視察・・目的竿先進地漁村の綜合的鱗調査にあるも・)と信柚のである力㌔限
 られた日程に奏いてこ0)裏をよくすることぼ困難である。従っていき寿い重点且つ能率的な視察



 をたさねぱたらぬ。本年摩は漁村青少年活跡1犬況及び沿岸一本釣延縄漁業技術問題について共通
 0)調査希望を有する視察団を楴威し主として以上0)二点に着眼しこれ1を中心として諸問題に波及
 して行く視察方針を試みた。

 最近漁村青少年クラブ活.動か耕しき村づく.り運動によって全国的に展開されつつあるガ:本県に

 拾いても卒直に言って伸び腰み0)状態であり、よしんぱこ0)ようだ紬織力一:結成されても練香花火
 式に終始し確固とした組織をもって大地に立脚レたも0)は神々生れて来たい。(言葉を換えて言

 えばこ0)運働0)如何に国難なも0)であるか痛感される0)であるカー:)こうした現象はなにも本県漁
 村に限った略0)ではたい。全国的にかたり精力的清1動している先進地'漁村を視察したからといっ

 て本県漁村活動0)ため0)活力剤を移入して来たという程0)自意識はさらさら持合一世ていたいがた

 だ見てまわった各県漁.村青年活動から最大公約数的なも0)をわり閉してみたい。

 さて漁村生活を述べる前に次0)事を劫って貰いたい。

 (1.)今回0)視察地が各県より推薦されたモデル地区であった事。
 (2.)各青年連カ:中学を卒業して出稼ゴることがなく父祖以来0)漁業に従事し得る生活基盤を有
 すること。

 (2.)0)場合は生活0)好条件を端的に物語・るも0)であろうし、これを本県0)場合と較べて漁村活
 動を考える場合本質一的に優利な基盤一0)上に起っているも0)と考えられる。

 漁業協同組合と青抄隼研究会

 何もこ0)問題は目新しいも0)ではたい力・:、夜:だ優秀な研究会力・:如何に組合と密着しているかそ

 0)農産0)高さをあちためて認識した次第である。組合理事に青年活動0)分野を専門に担当させ'相

 談指導に効果をあげている所。組合管I下0)漉.業(しいらレは潰)。を一日間青年研究会に解.放し。運

 営資金に供している所。漁村青少年水産研究所という名目0)もとに近代的漁村若者衆寄合所Iを与

 えて健康・た青年逮0)集会所としている所。組合.総会や漁協事務0)多忙た時に研究会員に意識的に

 協力させ'労力に対する絵付を与えていラるところ等それぞれ漁村青年対策か:講ぜられて二いるが漁

 村0)指導者階級0)理解と援助一が青年活動0)重要た支柱とたっている事.実は見逃せたい。こ0)事は

 青年達内部活動例えば漁業技術研究の分野まで波及する。漁村に働く青年達は家庭0)重要た稼ぎ

 手である。彼等同志が一つ0)組織を持ち合一世でもその会を運営する黄金研究費を彼・等自身0)手に

 よって生み出すことは先っ不可能であろう。薮しい漁具を考案するため0〉研究としてそのため0)

 二経費はもとよりその日0)稼ぎを犠牲にする勇気を必要とする0)である。こ0)ように経済的に無力
 一に等しい青年組一織にそれぞれ0)便宜を与えて潤滑油0)役目を果して臭れる0)が組合であり、上層

 部0)人達である。勿論与えられるも0)をまって0)み青年活動が域I立するわけではたい。組合0)協

 力を得るためには積極的に努カゴる青年・達.でたけれぱたらぬ。長崎0)勝本に於ては研究会を組織

 して運営研究費0)問題で壁にぶち妾った。そこでどうして畦=組合上層部0)理解と援功を痛感し全
 く0)別世界にいると思われる漁協長を彼等グループに引張り込むことに成功した何もこん・たこと

 は珍しいことでぼたいか:研究会運営上0)必要性から実際・的問題とし・て求めて行.った態度はともす
 るとあまりにも漁村青少年活動0)仕方というようなパンフレット的運営には参考にたる。そして

 こ0)人達.ガ:自己0)立場をかためつ㌧(所謂組合御用機関にたらたいで)組合0)協力を得るまでに

 たった努力と賢明さを称えたい。

 今疲0)裏目本各地0)漁村に若いて青年組織による活動で特に見るべき業績(一般漁民に与え・た
 著しい経済的利益)は見当らたいが研究会運営による一協同研究0)あり方、物0)考え方という精神

 的た所謂建設的た考えを持続してゆくたらぱ将来に於て馴目してみる新しき漁村が築き上るであ
 ろうことを確信するも0)である。そして恐らくみて廻った=.三0)優良た研究会は遠からすして自

 己0)漁村に経済的なうるおいを与えるであろう。
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 漁業技術導入と青年研究会

 先進地春地に於て使用されている一本釣延縄漁業技術は純樺た意味に於てそれぞれ0)各地独特

 た凡そ本県漁具漁法と無関係なも0)カ〕行われτいるわ・けではたい。漁具0)構造使1用法はデ見共通

 的なも0)として見ることが出来る。覗察各地に於ても他地方より導入したも0)を工夫改良したも

 。)が多い。熱レたがら導入された漁具漁法を完全に自己消化している点に注意を払わねばたら杜

 い。

 最近に至って多量にそして能率的漁具か販売されるようになったがこれを漁具0)構造的にも漁

 業技術的にもそして叉環境的にもデリヶ一トさを要請される沿岸釣漁業に応用する場合操業地に

 おいて独特0)研究がたされたけれぱならたい。

 こ0)事は柴山(兵庫県)において同形態0)漁具を同時に使用した数々0)研究資料によって明快

 に立証されている。こ0)ことは本県漁村に於てもよく考慮さるべき問題点であろう。特に本試あ

 たりで新漁具を漁村に提供することがあるが、そ0)結果素晴しい効果をあらわした事例をあまり

 聞かない。こ0)ことは提供する側も研究実施する方にも操業地に最も適応した漁具として完成す

 る途上に挫折してしまったと見るべきではだいだろうか。

 そしてこれを実現するためには研究0)ため・0)時間と能力を必要とし更に経済的負担を必要とす

 る0)である。

 こ0)ようだ意味に於ても新漁具を研究しこれを操業地独特0)も0)として成果を挙げさせるため

 には漁村青少年研究団体という新鮮た基盤を必要とする0)である。

 .改頁普及員制度と漁村青年研究会
 兵庫県に於ていち早く実描されたこ0)制度は色々た困難た問題に遭遇したがらも今日まで持続

 。されている。とにかく封建的孤立性を有する漁村相互問に適当た媒介的任務と技術、そ0)他漁村

 問寧に対し指導的役わりを務めさせようとする。こ0)制度ね:着想として当を秤た考えであるが実
 際問題としr:は期秤され年程0)実鍍牽上げ得たい状態g)よ.うであ肴。二第一0)原則守制度そ0)も0)
 に対してま。りも普及員そ0)一華0)が若手職員であやため漁村0)諸問稗に対して華当た対策を議する
 ことか出来たい(蒼佳寺山g)場合)これば学問として0)水産業か確立されて=いない弱点をさらげ
 だしている現状そ0)ま㌧物語るも0)であろうし、'又複雑な漁村(水産業)機構に原因するも0)で

 あろう。燃したが:らこ0)制度は漁村青年研究会0)連絡、相談にはある程度0)役わりを果している

 ようであるが、.これも本試、水産課0)所在地より蓬か0)遠隔地において効果0)あることで一泊二
 日程度0)土地.においては直接水試専門職職員0)指導力・:効果的であるといっている。私見としては

 改良普及員制度(県費半額・郡漁連千額負担とたっている)よりも現牢各単協職員について県に
 おいて毎年一定期間球術議習会、漁村青年育域指事方法等について指雫研究会を開催し準村発琴
 策0)一助とした方がより効果的ではたいだろうかと思う0)である。
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 移動本試の試み

 機構改革により各分場0)統合力:行われた結果各沿海漁村と0)技術0)交流0)緊密さを欠くうらみ
 ガ:生じた0)で冬漁村と0)緊密化を図ろうとする気運オ:醒1戒され昭和三二年産水産機敏電気取扱巡
 回技術指導と併行して、物0)試みである水産技術相談所名すけr=「移動本試」として各地を歴訪
 した。

 今回は一応テストケースとして東支部海に面した南薩北薩としき島に会場を求め本場試験船
 「昭南丸」98屯在使:用し場長各部長及び各部員が:そ0)相談員どたり県漁連0)映画班も帯同して啓
 発を併せ行った。

 試験船運航0)ため0)船員を除き陸」=職員一五名である。試験船を利用した0)は移動が自由0)た
 め日程が半減する、公船宿泊0)ため族黄赤:三分0)一以下ですむなど0)理由から多数0)関係者が:参
 加出来ちからである。
歴訪地概要

 九月八日鹿児島より阿久棋に向う。

 九目阿久根市阿久根市漁協事務研にて技術懇談会、公民館では電機講習会夜は映画会開
 催何れも盛会であった。

 十目としき島長浜としき島全域から参集した漁協役職員協議会て漁連主催)0)模様をオ
 ブザーバーとして傍聴夜は映画会

 十一目こしき島鹿島漁協事務所で技術懇談会中学稜では講習会と映画会典に盛会技術懇談
 会では予定を二時商上廻る討論方:たされた。
 十二日中こしき

 技術懇談会典席者は多かつ光ガ:内容は比較的乏しかった。
一十三目片浦

 台風十号0)ため被害甚大海岸0)堤防決壊し漁協事務所大壊0)為予定変更して技術懇談会0)みに止
 めた。・

十西日帰港

 ※懇談会費擬概要場長挨拶(こ0)機会に充分珪意見たりフk誠に対する注文たりを聞きたい)に
 弓・1つ{き各部長よ5担当部0)業務内審説明があり質疑応答に入る。以上は名会場共共通で応答は・
 関係部長及び職員からたされた叉参会者0)質問0)干がかりとする為漁場図漁獲高表藻類養殖法新

 包装製品製洋図等0)図表を持参した。以下興味を覚え洗二三6)0)寅疑を披すい青る。
 〔応答権1省略〕

 ○阿久根市①魚礁投石を毎年行っているがそ0)勧界を数字的に掘め・す予算獲得0)面でも困難
 である0)で賓料があれば示して貰いたい。

 ②どこ0)漁協も沿岸から近海遠洋へと:進出しているが単に推定自砿将来性だけで亘額0)費用を

 捜する0)はどんたも0)か⑧「いわし」0)洞漉が見られたいがそ0)理由と現在0)漁場と全国的

 た資源量0)増減状況そ0)他水質汚漬海藻0)移殖法0)質疑があった。

 ○鹿島村①あわびてんぐさ等0)浅海資源か減少しているが:そ0)原因は何か.豊凶には周期性

 があるか②漁協自営で地曳網を計画しているが底質調査0)ため試験船を廻航して貰えるか、
 ⑧黒螺貝0)資源と生態について④漁業転換0)必要性は認めるか「さぽはね釣」と「いわ
 し」巾着網とはどちらが:有利と思うか「まぐろ漁業で収支をつくたっている0)ぼ何隻いるか、そ
 0)経営状態0)悪い0)は何故か⑤漁協ばと0)方向に進みと0)様な漁業を奨励コペきか本試と■し
 て0)見方を説明されたい、そ0)他水質汚演について二三0)質問が:あつた。
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 ○申こしき当会場では漁臨0)役職員真珠業者0)出席か多く直接漁業従事者0)出席が少たかった
 0)で實間も通俗的であった。

 ①瑚神事業=として0)「こんぶ」「わかめ」0雌殖は考えられたいか。②試験場である地先
 を決め特殊たも0)を選んで移殖叉は調査サる意志はたいか⑧合成織維漁網について些σ)漁
 法・漁場にとんだ漁予醐:適するかそ0)耐《カ如何、ごしき島海区0)ど0)場所にど0)種類0)網でど
 んた染色をしたらよいか調査願いたい。そ0)他黒螺貝等増殖関係についτ質疑あり。

 ○片浦漁業者が巾着網。)出漁と台風被害。)後始末に忙殺され出席者は少なかった,①・一天草が
 最近非常に青くたくたったがそ0)原因と増殖方法について②海人草0)増殖は昨年から実施し
 ている力・1成功率1…150%であったそ0)原因について⑧旋網漁業0)経営状態と「かつ為」餌料と

 し1二0)「かたくち」いわし0)見通し及び技術的た改革策について④農業都門には改良普及員
 赤:多く配置されているか漁村にはすくたくたい県で設置する動きはたいか。⑥魚礁設置0)場所
 と条件⑥試験場側から漁協役場に対レ依頼或は不満とづる点はたいか;そ0)他製造関係につ
 いて質I間あり。

 以上質疑0)概略を列記したが一部を除き各会場極めて積極的た意見もとび閏し今后業者倒0)質

 疑要望及び本試倒0)調査精集をまち周知0)も0)についてはすぺて本場発行0)「5、し為」誌を通じ
 て行うことを約した。

 ㈲「移動本試」に対する反省
 三三年度以降0)参考とするため帰庁後場員全員にぞ0)経過を説明反省会を開いた反省專項0)う
 ち圭預も0)曜:①聴視覚による説明古:効果的であるから簡単た漁具や増殖効果0)写真を持って

 ゆく事由来ればスライド映写機によって説明出来る様整備する事,②開会は午后とし申食によ
 る中断を防ぐ⑧対象地域は予備調査をしておき効果的な話題を豊富一に準備しておく事④

 毎年八月頃行う事とし予算措置をして為く事⑥生きた漁村0)実埣午ふれるごと叉そ0)事自体
 がとかく遊離レ勝ちた業者と試験機関を結びつける事にもたり本場の鹿命を伸ばしてゆく為0)基

 本となる0)でたるぺく多数0)職員力:聞席寸る様した。
 ㈲今回0)「移動本試」は初めて0)試みでありこれで以て直ちにそ0)効果を求曲る0)は極めて安

 当てたい併しと0)会に出席すると自ら発言してくる漁業者0)積極さは移動本試を通じてはじめて

 判り水産試験機関は漁民と遊離してはいたいという試験弾関に封ずる信頼感を知ること声・:出度る
 従って。今回は質問内容も通俗的なも0)が:多く見られ会0)内容も見方によっては盛り上り0)サくな
 いも0)と1取れたいとともたいが今后二回享回と回を重ねる事によってお互0)緊密産か共通0)話題

 を生みそれがやガ:ては本試と業者が1一体とたった研究課題えと発展してゆくだら事力・:考えられる

 そ0)意味で第一回0)移動本試は有意義であった;
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 水質汚。濁予備調査。

 1.水質、泥質
 ユ956年8月初め、新聞紙上に申越パルプ隼人工場建設0)昌ユースオ:出た。試験場として0)立場
 や、調査方針等を種々と検討した結果∵操業開始前後0)海水及び泥質0)状態を比較検討レ、操業
 開始後0)工場廃水0)分載状態を化学的に察知ゴる.目的で、操業開始前一0)海水及び泥質0)分析を行

 たった0)で、そ0)結果について報告する。
調査方法

 第1固ユ95フ年2一月4,5日
 第2回ユ95フ年4万2,3日
 第3回!95フ年9月12,13日
 第4国.ユ95フ年ユエ月21;22日一、
 第5回ユ958年ユ月ユ3、ユ4目一''
 資料探取点は図に示ゴ通りであ.

 る口泥質は熊旧式探泥器で探泥

 し、管瓶に密封後実験室に持帰
 り、硫化物一KMnG。消費量及

 び灼熱減量を測し、海水は転倒

 採水器で採水し、PH、水温は
 船上で測定叉塩素量、KMnO

 消費量、溶存酸素量は船上で固

 定後、実験室に持帰り測定し

 た。

 調査0)結果及び考察

 ・ユ)水温

 水温測定結果は第ユ表0)通りである。

 4月一・・表面水温は、St.ユがユエ.少C,St.2,3がユ3.9叱で他0)St.より低く、沖に向っ↑上
 昇し、平均1rCとたる。.底層もSt.1がユ3.8.C,St.2,3が14.㍗Cで沖に向っ丁上昇し、平
 均ユ5.Cとなる。ご0DSt.1,2,3か:低い0)握=清水川0)影響と考・える。

 9月・・・…表面水温は平均25℃で海岸線は低く、辺田小島附近は26』C以上で高い。底層は海岸

 近くが高く、.沖に向って低下盲る。こ0)St.ユが:他0)St.より稽々低い0)ぼ清水川0)影響と考

 える。

 11月一・・表面.水温は平均2ユ叱で、永浜海岸は2PC以下文辺田小島附近ぼ21叱以下でSt.24が

 22℃で最.高一を示した。.底層は海岸線は2ユ肥前後で沖に向って低下し、St.22,28,29.30が最
 低値を示した。

 1月・一・表面、.底層共にエフ叱前後であるが、St1,2.、.3がエフ.7℃で梢々高い値を示した。

 水温0)時期的変化は・9月月・:最高を・示し、11月、1月、4月0)1頃に低下す8

2)PH

 PH測定結果は第2表0)通りであ射

 4月・・一表面、底層共に平均8.3であるが、St.ユ0)河口が:8.2と稽々低い。

 9月・・・…表面は平均8.3で叉底層も海岸線一は8.3である択一神に向って漸減し8.1とたっている。

 河口附近0)St1,4,5は・8.O㌻8.↓で明らかに河水0)影響と・考えることが出来る。

 倹桝株取く〕
秋111(排柏予剛

、



 ユ1月・・・…表面は8.3～8.4であるカ・:St.16,26,30は8.2で稽々低い。底層も亦海岸線は8・3～8・4
 てあらが沖に向って漸減し8.0とたる。

 1月……表面は8.3で叉底層化海岸畑=18.3,8.4であるが沖に向って低い。PH0)時期的変化
 は殆んど読められたいが,垂直的分布は.水深45m以淺は8.3.45～60mは8.2,60m以深は

 8.1以下である目表面でも河口附近は低く、PH8.!以下を河水0)影響と考一える場・合、St.3,

 4,5,6即ち河口より500m附述まで河水ヵ・:分散.していることが察知御来る。
3)塩素量

 塩素一量測定・結果は第3表0)通りである。

 4月一・・表面上…1Stユが3.83島で少なく河水。)影響が:大きいが、沖に向って二増加づる。.底層も

 海岸傲は少くたいが沖に向って増加レ、全般的に表層より底層0)値が大きい。

 9月・・・…表面はStユが:6.74栃刊少たく、河水0)影響か:大きく叉St.ユ3、ユ4,24が:ユ2茄で少たい

 値二を示レr=いる0)は天降川0)河水分散0)ためと考える。底層は海岸線は1フ.7筋で少くないガ:、神
 に向っ丁増加し18.9'島とたっている。

 1ユ月・・一表面はSt.ユ2,25オ:ユ7.5～ユ8.O『島で稽々少なく、これより沖に向っ「こ増加しユ8.4%皿と

 なっている。底層は海岸線はユ8,4㌔一。で沖に向って増加し18.9協とたっている。
 ユ月……表副ヨ:Stユカ1;ユ7.3胎で清水川0)影響と考えら.牝、沖に向って1増加しユ8.6%とたる。

 .底層はSt3,6オ:ユ85'脇で沖に向って:・増加し18.8板とたってい為。

 塩素衰0)時期的変化は殆んど認められたいが、9月0)調査精巣ガ:ユ7.5～18.O%0)少たい値を示
 したユこれは9月0)調査煎0)降雨量即ち9日38.6mm,10日51.6mm、ユエ目23.4皿m0)降雨

 量0)ためと考える。又垂直.分布は水深20m以一浅はユ8.6脇以下、20～60mは.ユ8.7茄、601以深は

 ユ8.8栃以上である。塩.素量からみた河水0)分散状態はSt3,4,5,6即ち河口より500～750

 m附近まで分一散一しているよ弓である。

4)溶存酸素量

 溶存酸素0)潤1淀持果は第6表0)通りである。

 4月一….'表面に15.0～5.フCC/LでSt.15か:多くご0)点を中心に少なくたり叉沖0)カで多くたっ

 ている、St.10)河口か:4.7CC!Lで硝々少ない。底層垣:表面より全般的に少なく、沖に向って

 減少し平均4.5CC/Lである。

 9月一・・表面はSt.1が5.0CC/Lであるが、St.・2は4.6CC/Lと少なくたりこ0)点より沖に向

 って増加し、St.15より沖は平均5.0CC/Lとたる。底層は表面より少たく、海岸線は4.6CC/L
 平均で沖に向って減少し沖0)平均は3.8CC/Lとたる。

 ユエ月・・・…表面は平均5・O～5.2CC/Lで、St.ユ6が4.7CC/Lで少たくこ0)点を中心に周囲に向っ

 て増加ゴる。底層は海岸線1:15.0～5.2CC/Lで表面と殆んど同じである赤:、沖に向って少た1く
 なりSt.28,29,30は3.2CC/L以下となっている。

 1月一・・表面は河口0)St.1が6.2CC/Lで最も多く又St24が5.6CCllL.で硝々多く、こ。)両
 海面より沖に向って減少し、平均5.3CC/Lである。.底層0)海岸線は5.5CC∫Lで表面と略同量

 であるが:沖に向っτ減少し、平均3.5CClL以下とたる。
 溶存酸素量0)時期的変化は殆ん・ど認められたいが、垂直分布は水深10㎜以浅は5.0CC/L以上、

 ユ0～40㎜は5.Oへ4.5CC/I■、40～60mは4.5～4.0cc/L,60固以深は4.OCC/L以下とたる。河

 水0)I流入するSt1ぼSt2,3よりも何時も多い値を示した。
 5)圧M1◎.一消費量

 KM亘Oヰ消費一量測定結果は第5表0)通りである。
 4月・・一KMnQ一消費量は平均2.Omg/lLで、海岸線は多く、・沖に向って。少たくたっている。
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 9月……表面は河口0)St.ユ附近と、St.320)小浜海岸及びSt26が4.0mg/1Lで多く、そ0)他0)
 St.は平均1.0m9/Lで表面、.底層0)差は殆んどたい。
 11月・・一表面、底層ともに略々同様の分布傾向を示し、清水川河口附近、浜ノ市港附近及び小浜
 海岸が多く2.0mg/I・以上で、そ0)他0)St・は平均L3mg/1Lである。

 1月・・一表面、底層ともに賂々同様0)分布傾向を示し、清水川。)影響と老・えられるSt.1が4.0

 mg!Lで多く、叉海岸線は補々多く沖に向って減少する口

 KM}0。消費量0)時期的変化は殆ん・ど認めら机たいが:、KMnG1消費量からみた河水0)分散状態

 はSt.4,5則ち河口より500m附近まで分散Iしτいるようである。

6)泥0)灼熱減量

 灼熱減量0)測定精巣は第6表0)通りである。2,4,9,11,1月ともに略々同様0)分布傾向を

 示し、海岸線は3.%以下であるが沖に向って増加し平均10～1晩とたる。

 フ)泥0)KMn〇一消費量

 KMn〇一消費量0)測定結果は第フ表0)通りである。2,4,9、ユエ、1月ともに略々同様0)分布

 傾向を示し、海岸線握13m9/g以下であるが沖に向って増加し平均!0～ユ5m9/Lとたる。
8)泥0)硫化物

 硫化物.0)測定結果は第8表0)通りであ恩。2,4,9、ユ1,1月ともに略々同様0)分布傾向を示

 し、海岸線はO.ユmg/L以下であるが沖に向って増加し平均0.5へ0.8mg/Lとたる。

 以上0)番測定結果から、河水が海中に流入する分散範囲及び河水とともに流入する沈澱物0)沈降

 場所Iを予測すると、海水0)分析結果からみてSt.3,4,5,6即ち河口より500～750m附近
 まで河水は分散ツる0)ではたいかと考える。叉泥質一0)分析結果からみてもSt.4,5は水深はI浅

 いが(ユ2m)灼熱減量、KMnG一消費量、硫化物が多い値を示し■=いる1=とからSt.4,5則ち

 河口より500～フ50m附近に沈澱ゴる0)ではたいかと考える。
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 第1表水温(℃)

 。、マ日
 永鍵＼

0

底

0

2底

0

3底

0

4底

0

5底

0

 し_塵_

0

7底

0

8底

0

 g底

0

/0底

0

11底

0

12底

0

13底

0

14広一

0

15底

0

16底

0

17底

0

18底

0

19底
0

20底
0

21底

0

22底

0

23底

0

24底

0

25底

0

26底

0

 2ア底

0

28底

0

29底

0

30底

0

31底

0

32底

4月

1140
13.80
13,90
1司.40
/380
14.29
14.00
14.60
14.60
14.72
14.80
14.73

14.20
14.51
14.20
14.40
15.05
14.鑓
14.85

.14.85
14.50
/5.00
14.50
14.7⊆
14.50
14.78
15.00
15.00
1490
14.75
/5.00
15.00
/4.85
15.12
15.0口
15.10
14.80
14,68
15.00
14.82
1580
14.80
14.25
14.ア5
15.00
14.90
1480
15.08
148口
15.10
14.80
15./0
1480
15.10
14.70
15.00

9月

2120
24.8ア

24.90
25.15
25/0
25./8
23.50
24.98
24.2口
25.11
23.90
25.21
2480
25.07

24.60
26.00
20.59
2420
24.60
2470
24.40

23.70
24.90
26.56
24.ア0
26.50
.21.21

26.02
17.80
26.30
23.25
24.80
25.05
24.60
25.01
2540
16.38
25.79
16.40
25.61
17.60
26.15
16.刀
26.16
21.40
26.30
24.65
25.60
24.90
26.02
24.58

26,02
1ア.10
25.57
16.00
25.ア0
16.06
26.07
15.99
25ア9
16.20
25.58
22.43

11月

20.90
21.37
20.31
21.菊
21.00
21.30
2080
21.35
20.99
21.40
2106
21.00
2035
21.39
.21.20
21.60
21.80
21.80
21.24
20.83
21.20
20.56
21.00
20.30
2090
21.59一
21.10
21.30

20.20
22.05
20.ア2
20.58
20.69
18.08
20,86
1ア.40
21.20
16.65
2117
21.52
21.22
20.69
21.51
21.48

21.15
20.68
2120
19.50
21.22
16.40
2180
21.80
2058
16.52
2145
1ア.61
20.40
21.48

1月

1ア.70

17.80

17,60

17,40
1ア.30
17.30
17.20
1780

1780
1ア.70
17.30
17.30
1730
1ア.40
1770
17.ア0

17.50
17.60
1ア50

1720
1ア.20
17.30

I'1ア.30
1ア.40
 1ア.4口
1ア.30
1ア.30
1ア.60
17.80
17.60
17.60
17,20
1ア.30
17.40
17.10
17.40
17.42
17,40
1ア.40
/ア.20
1ア.50
17.20
17.25
1720
17.38
1720
17.20
174口
17.10

1ア40
17.40
1740
17.10
17,20
1ア.10
1700
1ア.40
1ア.10
17.25
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 第2表PH

      St＼.期日      水藻一＼4月9月11一月1月
      0828.0一一8.3      1.底8.38.3一
      08383一一83      2底8.38.3一
      08383一       一一8.3      3底8.38.38.3
      083818.48.3
      4底8.38.38.3一8.3

      8.381一'      08.48.3
      5底8.38.38.38.3.一.■
      08.38.28.38.3
      ∠虚貝z貝zρzPz6底

0

7底

0

8底

0

9底

0

10陵

0

11底

0

12底

0

13底

0

14底

0

15底

0

16底

1.1基
0

18底
0

19底

0

20底

8.3

8.3
841

§l1
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3

8.3
8.2
8.3
8.3
8.3
8.3
8.2
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.2
8.1
8.2
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.2
8.2
8.3
8.1

8.3
8.3
8.3
83
8.4
8.3
8.4
8.4
8.3
8.4
8.4
84
8.4
8.4
8.4
8.3
8.4
8.4
8.4
8.2
8.4
8.4
8.4
8.4
8.4
8.4
8.3
8.4
8.1

8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.1
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.3
8.2
8.3
8.1

      '

      08.38二3848.3
      21底8.ろ8.28.18.2
      08.苔8.3848.3
      22底8.38.18.08.1
      08.38.38.48.3
      23底8.3一一■8.38.38.2
      08.38.38.48.3
      24底8.3■一8.38.28.3
      08.38.38.48.3
      25底8.38.38.4'      08.30'一      8.38.38.28.3
      26底8.38.38.28.3
      08.38.38.38.3
      27底8.28.28.38.1
      08.38.38.48.3
      28底8.38.18.08.3
      08.38.38.48.3
      29屡8.38.18.48.1
      08.38.28.28.3
      30底8.38.18.0・8.1
      08.38.3848.3
      3ガ底8.38.18.0・8.3
      08.38.3848.3
      32底8.38.28.28.3
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第3表塩素量(%)

       Stぺ日4月9月       水深＼11月1月
       03.836.74       1底18.6317.07■一17.31

       ・一

       016ア31583       2底18.アア1ア.37一一18.43
       018611ア40二
       底18.55.一■18.55       31ア.4918.54
       0187617031824       4底18.7617.5818.57一■I18.63       018.ア916.981ア.%18.68一一■
       5底18.7918.52       1ア.6018.56       018.741ア.0018.41■I18.67'       底18.50       6/8.ア61ア.5518.4318.54
       017331844       底18.55       7一1ア.63       018.41`'一       16.6318.3ア18.58■一       底一,1ア.ア318.41       818.5718.68
       014.54■       一一18.40       9底18.5118.63       018.64一一       16.0618.2218.70山一       10底一一18.59       17.ア8       018.641ノ.口718.55■■        18.0618.68山一       11底18.55       18.681ア.8618.45-I18.55
       018.6114.4017.59       12底18.06       18.661ア.6818.2018.侶
       0185812671840       13底18.7817.ア0一18.45       18.66       018.ア612.0918.39■18.64一       14底18.8318.4618.31       0187814.2418,66■        18.3618.ア3一一■       15底18.8818.66       18.7618.6518.77
       018ア91459       16底/8.36       18.8018.0818.64       18.5918.6ア
       018761734       1ア底18.40       18.8018.54       17.6218.4018.65
       018ア61732       18底1841       一.18.ア617.5518.40       18.41'一18.65
       0'18.7716,20       19底18.8518.30       18.9018.62       18.6618.ア8
       018821640       20底18.8818.31       18.881B.60       18.7418.78
       0188115.55       21底一18.32       18.9218.ア818.5ア       口188014.9418.80一        18.3918.73■       22底18.8918.9018.35       18.8318.アア
       018.7814.7ア       23底18.39       18.7918.41/8.43       0187212.ア418.60一一        18.0518.細一I       24底18.741ア.6818.43       18.4518.65
       018551757       25底17.81       18.7917.5818.30       18.4118.65
       0186ア15.30       26底18.10       一18.8017.7318.33       18.6018.65
       01880       27底1530       18.861839       18.8618.45       18.6918.79
       口/887       281585       底.18.91183918.45       18.9118.8818.72
       01880       29底'1663       18.941829       18.9118.37       18.8518.81
       01885       3019.59       底18.9318,3018.60       18.8818.8518.ア9
       018831621       31底18.26       18.9518.9118.56       18,8018.74
       01885       32底161918-22       1改8918.58       18.1618.5618.68



 第4表・溶存酸素量(CC!L)

 ＼期日

4月

0

底

0

底

0

底

0

底

0

底

0

底

0

底

0

底

0
底
0

底

0

底

0

底

0

底

0
底
0

底

0

底

0
底
0

底

0

 _塵L

0

底

0

底

0
底
0

底

0

底

0

底

0

底

0
底
0
底
0

底

0

底

0

底

0

底

4ア69
4.9ア2
5.102
5.211
4.945
5.644
5.167
4.889
4.3記
5.461
4.342
4.890

5.302
5.199
4.901
4.557
5.501
5.556
5.046
4.848
5.657
4.984
5.582
4.%1
5.一81
5.03ろ
5.354
5.039
5.369
4.802
5.280
3.512
5.259
4.150
5.367
3.%0
5.341
4.802
5.383
4.904
5.246
5.032
5.484
5.0ア2
5.201
3.7㏄
5.288
4.513
5.3記
3.461
5.298
4.464
5369
3.434
5.180
4.564

9月

5.040
4.281
4.582
4.551
4.702
4.588
4.674
4.504
4.35ア
4.6nア
45つ5
4.520
4.609
4.561
4.814
4.171
5.05ア
3.ア88
4.898
4,249
4.ア57
4.145
4.858
4.682

4.ア25
4.331
5.176
3.788
4.978
3.906
5.058
3.915
4.564
4.585
4.577
4.556
4.904
3.6他
5.047
3.722
4.915
4.018
4.639
3.724
5.005
3.ア45.
5.094
4.392
4.980
4.610
5.060
4.323
5.0ア8
3.835
4.946
3.6記
4.857
3.76ア
5.104
3.ア32
4.673
3.ア58
4.783
3.633

11月

5.127
4.11ア
5.006
4.463
5.288
5.192
5.342
5.573
4.9ア9
4.160
4881
4.064
5.14ア
4.294

5.132
5.169
5.1%
4.959
5.194
3.948
5.110
3.865
5.134
4.062
4.733
4.106
5,286一一
 三一2ア3_
5.131
5.213
5.063
3.878
5.203
3.705
5758
3.420
5.088
3⊥3p5
5.159
4.087
5.1%
4,820.
5.166
5.00ア
5.220
3.658
5.202
3.685
5.125
3.101
5.247
3.164
5.190
3.309
5.180
3,244一
4953
4,144

1月

6.167

5.861

5.614
5.598
5.270
4.628
5.220
4.809
5.403
5.調7
5.627
5.600
5.435
4.532
5.記7
4.200
5.513
4.769
5.420
5.320
5.46フー
5,459_
5.侶8
4.880
5.488
4.687
5.305
3.706
4.903
4.587
5.364
5.47ア
5.812
4.817
 575…「
3ヱし
5.267
3.232

5.551
4.110
5.421
3.73ア
5.515
4.627
5.608
4.821
5.281
4.992
5.522
4.8ア3
5.422
3.415
5.392
4.551
5.633
3.241
5.228
4.394
5.Z28
3.085
5.244
4.727

 一ユ67一



 第5表KMnC消費量(mg/L)

・・ぷ・1

0

底

0

2底

0

3広
一'〇一
_塵_

口

底

0

6底
 ■σ一
7底

0

8底

0

 g底

0

1口底

0

11底

0

12底
 .百I

13_屡_

0

14広
 一で一'

15底

0

16底

0

 1ア底

0

18底

0
19底

0

20底

0

21底

0

22広
一0-

23底
■0■

24底

0

25底

0

26底

0

27底

0

28底

0

刀底

0

30底

0

31底

0

32底

218ア
1.264
2.106
1.183
1.701
1.588
1.912
2.090
1.782
1.ア50
1.863
1.717

1.507
1.734
1.717
1.831
1.831
1.798
2.203
1.507
1.588
1・231_
1.653
1.815
1.798
2.23重_
1.753
1.264
1.420
1.264
1.750
/.053
1.426
1.102
1.ア98
1.426
1.685
1.312
/.%0
1.717
2.236
1.653
2.122
1.558
1.588
1.ア50
1993
1.264
1912
1.426
1.701
1.231
18ア9
1.134
2.22口
1.426

9月

3615
7.072
2.845
5.997
2.308
0.924
2.536
0.924
1./94
2.074
2.074
0.691
3.074
0.53し
1154
0.918
1691
0.537
1.154
1.154

稲1
 1調ri
/.26Z_
2.074
1.308
2.536
0.691
1.924
0.691
20ア4
0.ア70
0.691
0.691
1229
0.691
1154
1.924
1.075
1.691
1075
1.00口
1.308
0.53ア
 1.酬I
 l、理L
1.770
1.308
23㎎
1.15L
40ア3
1.308
2.074
0.53ア
1229
1.229
1.000
1.308
1.075
0.537
1229
1.000
3844
14621

11月

2.040
4.591
2.188
1.594
1530
1.403

1722
1.658
2.10ア
2.359
1403
0.333
1403
1.084

1403
1.403
1.722
1.ア22
1.020
0.4帖
1.084
0.956
1722
1.275

2017
1.275
1403
1.530
2040
2.040
2.369
1.722
1463
3.698
1403
5.802
1467
1.913
1.722
1.722
1.ア22
.8.863
2104
2.040
1211
9.3ア3
0893
0.956
1430
 2.蝸ア
1.084
2.040
13ア6
4.01ア
2304
0.829
2253
1.977

1月

40μ

31芒
2.100
2.100

3.267
3.111
3.111
2.100

/555
1.322
1400
1.944
2.489
2,1匹_
1.944
/.ア52
1.944
1.322
1944

 1。挫L
2.10口
2.100
1.867
1.711
1.555
1.478
1.944
1.5里_
2955
2.061
1944
2.1ア8
1.9μ
 1。ア11_
2.955
2.411
2.955
2.137
2489
1,Zユ1L
1711
/.2μ
1.711
2.022

1.ア11
1.633
2022
1.711
/ア11
1.167
1.400
1.555
1711
1,555_
2178
1.711
3111
2.022
21ア8
1.86ア
3111
2.1ア8

一一168'



第6表  泥の灼熱減量(%)

      一      x■一      2月4月9月111「一1
      12.865.922.93^3.5ア

      21.862.㎝1.85i2.69

      32.892,092.94一2.64

      410.187.992.075.2012.11

      55.4/5.505.158./212.59

      62.462.563.253.ア73.60

      7一一5.673.849.07

      8'一6.9910.5711.45

      9一一13.3212.6913.45

      10一.11.6ア?.749.73

      114.825.69ア.736.244.03

      122.ア22.572.501.681,88

      135.%5.057.439.708.記

      1411.ア610.0912.8810.0011.61

      1511.6ア11.6713.3712.1514.29

      165.896.598.375.486.04

      173.074.916.603.569.07

      18一9.842.694.466.94

      199.397.0411.919.8511.33

      20一10.514.171口.257.55

      2112.6212.3713.6710.8013.39

      22一12.4713.4910.4511.46

      2312.603.9ア13.715.755.39

      24一5.516.955.635.65

      259.0112.337.904.28ア.86

      2る5.675.587.235.4710.72

      27一6.498.8710.069.59

      28一11.ア111.3313.㏄13.16

      2914.3113.6112.0110.6312.00

      30一13.6613.3ア10.7611.27

      引.13.6911.109.215.83

      325.134.495.%4.155.02

 一ユ69一



 第フ表泥のKMn0消費量(mg/L)

 X・月・

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

'14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

2.309

2.550

2.009

18.668

2.82ア

2.781

3.393

2.437

8.78ヨ

14.279

13.886

8.弱2

1.773

13.侶5

15.343

14.603

15.100

4.742

16.521

3.797

6.357

0.516

0.937

14.μ2

5.912

1.31ア

5.546

0.931

5.959

12.514

13.128

9.467

6.09ア

13.002

5.305

11.902

14.口62

13.576

2.084

4.914

15.663

4.110

4,994

ア.836

15.231

13.902

15.3弱

1.425

9月

1.424

1.120

2.534

1.102

2.579

1.589

1.591

2.614

9.035

12.394

8.226

1.530

6.989

11.272

13.%5

1口.173

3.167

1.235

11.028

10.3ア3

12.518

9.533

13.090

7.193

7.812

2.631

8.180

8.346

12.140

14.999

5.5ア3

1.992

11月

10.674

6.446

3.914

1.150

14.861

10.506

6.432

6.159

1.040

6.833

6.505

9.518

3.914

1.094

1.0%

10.475

10.632

9.151

7.218

4.803

5.292

3.533

3.631

8.記0

11.430

10.734

10.835

7.45口

1.560

1月

1.110

1.059

0,641

ア.680

9.769

1.286

10.437

8.573

10.270

10.572

2.414

0.898

6.753

1口.950

9.6㏄

3.892

1.034

3.㏄3

9.532

5.454

10.726

12.036

2.7口5

2.211

5.185

2.032

2.233

11.242

10.156

8.33ア

1.化1

1.209

 一1フO一



 第8表泥の硫化物量(mg/L)

      x2月4月9月11''月1一一月
      10.0110.0660.03ア一一0.022

      20.0100.0110.034二0.135

      3口.0080.00801055一O.020

      4O.1850.2ロア0.0360.6210.676

      50.0540.0920.0890.6500.849

      60.0150.0140.0筆O.口38.0.020

      7,」0.0460.0410.478

      81一一0.1弱0.5400.733

      9一10.4340.6040.751

      10・一一O.2640.4680.408

      110.0270.0580.256一0一.0記0.149

      120.0240.023010580.0330.口43

      130.1040.0800.2140.3280.419

      140.18ア0.24口0,278・0.57ア0.735

      150.2940.3刀0.3%0.6040.716

      160.1510.1720.052O.1410.079

      170.0250.0860.0710.0480.080

      18一0.1220.0300.0140.154

      190.脳O.口720.3050.4860.370

      20一0.1700.記00.613口.016

      210.3330.5130.2660.6550.867

      22一0.3610.4210.6170.633

      230.05ア0.05ア0.2760.099O.070

      24■0.0ア50.1660.1860.109

      250.1140.化30.記90.2180.315

      260.0420.0640.0740.0430.125

      27■0.口480.2450.2500.06ア

      28一0.1890.2710.6150.913

      男0.2690.1蝸0.4560.ア720.545

      30i0.2690.2610.ア240.619

      31i0.2800.0900.4040.0Z～

      320.0130.0140.0400.029O.011

又

 一1フ]一



正底棲生物(柵.1)
 有害有毒物量か歓;量でも作用時間が長いと位置移動が不活発た珪棲生物群に変化が生じ、こ0)
 変化は進行的で明瞭に注意されてくる。有害有毒物質は水底に沈積して「広域層」を形成して水
 底を汚染レ・P亙値を変え、水底で0)酸素量も低下せしぬて混食動物や内接動物な死滅する0)で
 水質汚濁0)検出には底棲生物0)調査が最もよい(相川)とさえ云われτいる。かようた見地から
 パルプ廃液による水質汚濁調査0)一環として底棲生物0)調査を始めた。
賓料探1取時期

 目召手口32名…2月4日2乏び5日

賓料探敢場研

 隼人目当山町地先一帯(別区0)と捨り)
資料採取0)方法

 Fi910)ように調査地点を一決め1、各点についてFi920)ドレツヂ(D■edge)を曳航し
 て生物採集を打つだ。

 曳綱距離5～30皿で各点によって適宜に曳綱しだ。そ0)ことは定量的観察上妥当てたいが、
 底質によって一定距離0)曳航は不可能であった。(底質ガ:泥0)とごろではドレツヂに泥が:充
 満して曳綱困難)採集した生物は布袋に入れホルマリン0)約ユ0%液で固定して後日査定し
だ,

調査結果

 査定0)結果は別表0)通りである。

底棲生物組成表.%
 種類1234561ア161514
 ばせ科の一種

せんまいはぎ

う
レ

 見ぴしやこ?
ぬかえび?吉

 見びの一種
 あみの一穂
はまかに?
やあ
ほととぎす
ひめしやくしがい
巻貝幼生
 二板貝〔含幼生〕
 端脚類^㎜phlpoda
ク(ヨっれから)
 Sto1皿射。Poda
Po1ychaeta
 虫釜EcnlundasP
 1soPod邑
 ひとで隠帯目?
おかめぶんぶく
 Eoh-noo邑1=dlum

 うみぐも類似?
種不明卵?
 えびの一種

 P・1y・h邑舳類似
うすはあおのり
お
けいぎす?ま

かこめのり
 いぎす科の一種
種不明薬類

           囲宍貝1z54b6Il/'161b14

           ぜ科の一種2.2835,3034.803.220.9722.20
           ち2.1822.20

           、んまいはぎたぎ0.14           0.肥11.10
           ぱえぴ5.7
           びしやこ?4.1           かえび?1.8317.ア0           2.180.28
           しえび0.28
           びの一一種11.10
           みの一一騎60.741.982.180.320.83
           まかに?4.56
           どかり18.500.14
           さり1.603.701.42           ととぎす1.96           7.405.956.527.42

           めしやくしがし           貝幼生3.9           22.9313.00q.14

           板貝〔含幼生〕脚類^㎜Phip・da2.535.470.831.%           14.301.ア04.3618.3912.60
           (われから)0.6ア1.704.3310.6064.42           o㎜射。Poda22.20           3.700.850.32
           O1yChaeta1.0359.3015.026.5233.28           監EcniuridasP33.4000.0072.5           0.45坐.50
           oPod邑1.133.2217.30
           とで隠帯目?1.%
           かめぶんぶく11.10
           lohimo町dium11.10

           OOτdatum

           一みぐも類似?1.7012.90
           不明卵?8.700.55
           ・びの一種?0.28
           ク0.4

           1・1y・h舳類似すばあおのり3.22           0.453.702.18
           ごのり0.23
           いぎす?1.143.706.50
           つも?0.671.98
           ごめのり2.180.32極多
           きず科の一種4.5311.10
           不明薬類4.蛮0.320.83

 一ユ72一



 全般的にみて先っ目につく事な「Polych囲eta」が殆んど各点に分布し且つ多く0)点に巻

 いて優先種として現われている」ことである。(図参照)こ0)專は.底層と密接た関係にあるも0)
 ㌧如く、底質が泥0)処てばPo1yc血aetaが優先種として現われ易く生物0)胡窺種類数も5種以

 下で少なくたっている0)が:窺知できる。清水川川口と岸審り0)各地点は生物0拙現種類も一I般に

 多く魚類、貝類、えび類等が見られ、優占種は「あみ」「ばせ」「えび」として現われている。

          種類131211lT■丁「T「「
          ばせ科の一種16.702.532.625.00
          えびじやこ0.87
          てつぽうえび50.0口7.7016.67
          えびの一種1.37

          2.11
          やどかり0.876.67
          あさり8.9ア
          つのがい
          おほきらがい66.6011.10

          巻貝幼16.6ア
          生二枚貝(含幼生)16.67
          脚類Amphipod日17.ア00.8711.108.78
          ク〔われから〕17.702.6

          PoIyoha舳33.3051.2086.0838.40ア7.8053.3ア50.00
          Isopod且1.370.87
          ヒトデ隠帯目33.4013.3025.00
          おかめぶんぶく=16.67

          うみぐも類似?5.0546.20
          うにの一種16.66
          たまこの一種0,8716.66
          うすぱあおのりア.70

          かごめのり1.376.6ア
          種不明の藻類3.85

 馳詔査榊レツ手・(靴・帆)



底棲生物(柵.2)
 ○調査期間32年4月2.3目

 ○調査場所前回(32隼2月)0)通り

 ○調査方法前回0)通り

 ○調査結課

 各定点における生物査定0)結果は別表0)通り。前回「Po1yc血aeta)が多く0)地点で優壬種≡
 として1現われていた0)に比べ、今回はや㌧少なくたり「われから」と交替している処がみられ
 る。

 前回同様、清水川川口と岸寄り0)各点では生物種類も多く「あみ」「貝類」等が優占種として
 窺われているか、今回は特に永浜沖0)地点に着いて「節腕目ひとで」が優占種として現.われてい
 ることぼ特異と云えよう。

.底棲生物査定表百分率組成

 ばせ科の一種
魚類種不明

えびkやこ?
 じは兄ぴ?

ぬかえび?
もえぴ?

いそすぢえぴ?
 あたじやこ斜の

0.20

28,00
1,30

0,56
0.87

020

0.78 12.80

0.5ア

0.57

0,57
1.ア1

      あなじやこ科の0.20      一種1.14
      えびの一種
      えびの一種

      30,8077.8032.10
      あみの一種4.3
      はまかに一?

      0.μ
      べんけいがに
      かにの一種1.28口.57

      4.54
      やどかり1.903、
      あさり1.0914.8

      ほととぎす0.250.01.7
      かいこがい

      さくらがい1.7
      おちば?1.09

      きせわた0.391.280.5ア
      2枚貝種不明0.4
      巻貝の一種20.2
      ム皿phipod趾22.81.281.ア063.6

      ク(おれから)81.8口18,20
      Po1ych咄ta1.90.391.281.14
      節胞目ひとで0.20.399、
      種不明(動物)
      動物性卵(群体)O.65

      けいぎす?0.430.79
      かごめのり0.860.78
      ひとえぐさ0.86
      ぱぴらそぞ0.43

      I昌。Poda0.21.ア0      淡水藻0.399.
      ふじまっも科の0.39
      一種
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ほしむし?
 前腕目ひとで
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 くらげ類以
 けいぎす。
IsoPopa
淡水藻
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03i

ア6,50
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50,0
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1

4.5口

3,04
3,03
1,5
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31.03
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 ばせ科の一種
えびしやこ?
 え・びの一種
 あみの一種
 かにの一一種
ほととぎす?
つのがい?
かい.こがし・?
さくらがい
みぞが.い
 招ほみぞかい
 易がきまるつの
みみずがい
べにあられぱら
 げλろくがい
 き一せわた
2枚貝種不明
 A皿phipod皿
ク(,りれから)
 Po1ych趾1a
 ゆむし科の一種
 節腕目ひとで
とげもみじカミL・
 たまこの一種
 うにの一種
 海綿の一種
うみぐも?
けいぎす
 I昌。Poda

3.22

3.22

6,45
3,22
3.22

3,22
3,22
3.2

16.22

41,90
3,22
6.45

3.22
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4.6
帖.2
7.ア

1.52

30

90.8
記.4
化

0.24

0,24
0.24
口.24

28

1.1

1.7

2.3
0.6

0.6
3.4
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1.ア
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      魚類種不明5.5

      えびの一種あみの一種5.5      8.43.3
      かにの一種
      ほととぎす0.6
      いせしらがい20.0
      かいこがい?0.43.3
      さくらがい0.446.6
      拍ほぎららがい0.220.06.7
      ひめしやくしがし8.416.8
      2枚貝種不明71.525.0
      巻貝の一種3.2
      A皿phipoda1.033.2
      Po1}oha舶22.320.316.6100.0
      前腕目ひとで40.8.託.8
      すなひとで
      I・OPOd且0.43.3

2丹生物

 ○調査期間昭和32年4月3.4.5目

 ○調査場所第!図(調査点図)0)通り廃水口予定地から0)距離

 St場所

 イ永浜地先2,400mチ島津新田堤防舟留1,600

 口永浜と廃水目予定地0)申聞ユ.200リ浜之市港入〕コエ.700

 ハSt口と廃水口予定地と0)申聞600ヌ〃(薪干拓側)1,800

 昌清水川川日石捧50ル新干拓堤防中間部ユ.800m

 ホ清水川国道橋より上流50ヲ辺田小島北岸2,200

 へ清水川川日左岸700ワ辺田小島南岸2,000
 ト島津新田堤防捨石一1,100力弁天島南岸2,600

調査方法

 大潮干潮時に調査点における汀線一帯(20～50m0)範囲)0)生物採集を行い、種類と分布
 0)概略調査を待つだ。従って生物0)量については定量的芯たく三多寡法によった。

調査結果

 調査0)結果は調査点毎に別区0)通り図示し、誰として、生物0)量を記すこととした.
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令
底棲生物(珊.3)

 ○調査期間昭和32年9月ユ2.ユ3目

 ○調査場所別区0)通り

 ○調査方法前回同様

 ○調査結果

 各調査点における採集生物鉋:別表0)とおりである。

 定量的な比較は困難であるため生物組成を百分率で示すこととしたか、採集生物0)少い処では

 組成を百分率であらわすことも適当てたいと思われる0)で個体数を併せ表示することとした。
 前回0)調査に為いて廃水日予定地より600触とユ.200m0)間に巻いて、清水川より流出する底

 質0)影響か大きいも0)0)ように思料さ一れた0)で今回から調査点5点を増設した(Stフ～ユエ)。今

 回0)特異点として、今まで生物種類0)多かったSt1をはじめ、岸寄り0)数点で固現種0)少なかっ

 たことが先づあげられると思5.Stユてば前述。)ように降雨による底質。)変化があげられるか、

 他0)点でもある程度そ0)影響が現われている0)ではなかろうか。

 こ0)ことは優占種として現われていた「あみ」が殆んどみられたかったこと、沖合においても

 一1ε0一一



 「われから」一が全然探集されたかったこと畦関係ある0)でぼたいかと思も五墓二
 従って今回は清水川尻0)St2,5は「ほととぎす」か慶占種とたって亭り、一.沖合はかなり広い

 範囲に且って「POIyCh蟄etaが優占種となつr=いる。

           生物種類12337
           ケ%ケ%ケ%ケ%ケ%

           あみ
           はぜの一種10.
           えぴしやこ20.2
           もえび?0.6
           もみぢかい(ひ11.
           とで綱)11.
           なまこ(種不明)
           たまご(種不明つ20
           ほしむし類1.41.2
           巻貝(かわにた)777.8
           ほととぎす12.78.010429.2330
           あさり63.830.3
           しじみ233.3
           わたりがにの一種
           ひめべにつけ(カ0.
           に)
           Po1y{丑。ta233.3127.568620
           Amphipoda16.9
           I宮OP・d・16.7
           ひび易どろ極多極多
           あおのり
           やどかり21.20.

           生物種類91112一1416
           ケ%ケ%ケ%ケ%ケ%

           はぜの一種2535.
           えぴしやこ46.8

           もえぴ?たまごr種不明543.8            1.ア
           ひとで細枝腕目24.387.9
           の一種48.ア1918.6
           ほしむし類4100.9
           きせわた
           ほと」ぎ.す2523.4
           あさり稚介250
           二枚貝(種不明)24.3
           二枚貝。種不明)510.9
           巻貝∫種不明)2.53559.322
           きんぎょ(稚介)813.5
           ひめしやくしがし2.52.233き2.4
           二枚貝種貝(ざ0.9
           るがい科)22.33.
           さくらがい
           つのがい
           ひめしらとりがし1.72.2
           二枚貝稚介(種不16402.2
           明).510.9
           ちごとりがい
           べっこうきら類14弱
           似?1.7
           あわぢちがい2247.8,8ア.9
           ひめべにつけ24.3
           Po1yoh趾ta37.5
           A皿ph1Pod副2.5

 」ユ81一



           生物種類1719ケ21.一、12324           ケ1%ケ一%ケ.1%・ケー1%
           I

           おきのしらえび14.

           もみじがい(ひ生
           とで綱〕12.
           ひとで細枝腕目           の一種物23.
           ほしむし類採17168121
           5み5し集112511.
           き・せわたさ171334.12.
           二枚貝(蟹不明)れ321438.
           ひめしやくしがいず230

           さくらがい'230411.
           二枚貝稚介19137
           かいこがい1125

           げんろくそでがL17.15125

           うめのはながい17.1

           お』きららがい115

           かいこがい230

           あわぢちがい?11167

           PoIフ。h臣e固5弱.52131.825           62571.5
           Amphipod肛346
           動物性附着卵?11.5

           ゆうしおがいi12.9
           生物種類2526283032

           ケ1%ケ1%ケ1%ケ1%ケ1%
           おきのしらえぴ

           さるえび?23.5

           ひとで細枝腕目
           の一種110
           ほしむし類30
           ほととぎす幽.623.5

           二枚貝(種不明)233.45           11.8

           二枚貝(種不明)11.8

           さくらがい
           つのがい110
           ぺつこうきらら230
           ちごとりがい150           1322.8

           おほきら」がい150

           おかめぶんぶく

           (うに網)PoIy曲。o胸150
           調一66.6440

 き一せわたさ 713

「
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114

715

29

10

30

10
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汀生物

 ○調査期間昭和32年9月13日10月8日

 ○調査場研前回とおウ

 ○調査方法〃

 ○調査結

 果別区0)と潜り

 た為、清水川尻と浜ノ市港附近0)調査は都合により1潮後(10月8目)に打つだ。

 段イ〕永浜  『刷3日

ケ
 ㎡
I

印
突

堤

ホ'之
ア

由享

移

捨
 石ケ詰

サザ
ヒラキ

 κザ叶

窒爽

7

オ

τ

 ヨ〃.カサ*、多レ
 サヲサフヲ1ツ赤“''
ケがキ■
 ニヲキアマオフネ.ξ、在

 ミ=滝蝋、忌在し
 解ζミ貧裂し
票測物'租々(舳
 僕事幕サ値,少
 オ州ラ飼叫・

 /s七口〕

陸

地

 『目13目

 。㌣ζ。〆

 ・募・
イ

,ヤコ

ヒザラずイ
ウ'アレ
 亘〃'カザ
フキ

 多し傾鋤
 志、ψ蚕
多少
 雫・牝

綿雛粥多友
 鴻藁少し

ヒ
ザ

が

イ

汀線

一]83一



 (㍗榊い㈱∴ン切は
 榎葦〆仏書.l1
 幸1パ

 (・j享㍑11亨榊
 妻チ・柾

 沙1ボ。市111ハl
 lマ妄黍ぺ{∵
 菰一済二二1涼〕鯛㌔・
 フ州訓“秒』一〃榊榊・帥洲ケし司】ル剛帆
 宙キ・竜・争し{用ヅ呈坤・札神・祝手中し仙{.母』
 ヨ1カ'方寸`ト⊥1'ソ市}星亨し"キ■^ぜヰ、カ
 朴ト押・・官・枇内=ナ・帥.肝洲少しゴ加佐一

 郷岨㌻'㍗雰そ㌘小..』鴻ム茎'㍗郷ド:
 塁墓援川。ウい〔し募独

 〔冒tホ〕靖一水11110目ε日

    〔出〕
    淋1リ1脾書≡圭明     求塗E狗炉イ小し    朴トギス    力。キ、少し    川防7ソ}ホ■    カキ弗し"

    '一1司崩'カ甘かし
    ク司“一良届

    放工がイケし何物寸々、令し    7ウミ昌十^

    f寸スユ4}が』    インキ'榊点在

    1・兼許〃日ハ1    崖アオ叶争し{、,し

    目ぼし_茸芸歪ネち榊77㌔墓1萎箏髪
    (stリ〕洪・帝尭入口酬

    水1『

    甫玖礎

    ノ＼吉一ホ'一ダ三茅手τ1茅矛含多7
    寸 

   
,

賛
1
1



 峡ト〕島洲舳舳層 1州帽

該岸拠厨

 1卿灼㍗～。。、
 オ目工.

 1◎紅壕の一千も多レ・6二。葦。。ギ

鳥
 目'が7サ歩し
 7フリがイ征漢書し
 カベ々・壱し
 4が1書し
 ユカ■イペ、弓レ
 ク1㍉正一'
 イ享争.{

 肺今〕侶狛  『刷3目

炭称

、

o

oCρ

ooo 籍
脂

 ◎キ

鰯鰯夢

註
 工蹴フケ。し
鰍雪車
護翰多'蚕灘

 峡幻決1・市老人口剛
 工1。陥目1

亭冬手一喜
 予・柘北坊

 ⑮七一レ〕沫'†干括
 1o服目 τ

1
,

 一＼妻
コ

 室琴季喜字一、
足防

奏

秘抽鮎炉雲4舵
 ㌃ガキ機ケ・
 'ア亨“・汰'.一一一
ア7Il'
 コメが州9し

種

 イソψ竹ク点を一

 石帖奮㌍
 7呈～ホ'^

傘多蓑冬考
 、牙

干拓堤厨

葦
イがイ
 ■怖州
 イ村1レ

ケし
 べ、4し
 一し

 繍カγ鰍
郷,継'
 ξしダ冨継し

しノ
7

 銘學弊軸奉。。
ooo'

l
1
田

H



 〔師オ〕辺副曲北岸
 r同15日

養

皿

田

'、、

高

言

 †サ
 ;亭イ住

 ダ春1年
 ヨξ‡

芽二全全
様
 柔㌻1イ

 多†
 ・&羊
叩

 〔澤セフ)辺田'k畠丙黄
 r同旧目

菖

鍬雛
 イド州。
 ノηがキケし
 ケが午岬
 オ市へ一州く、今し

 誰:ケイ勢1
 イ師:φき剛し
 ̂†昏弄■}
 目下'、グ群
 ̂柑昌シ束、φし
 ス刺～珊

 瑚蔚㌶亡

 歓g
 全zヤψ
 。…似ρ

 。鯵
・イケ㍗
 よ木フネ
'クシミ0
 脇・
 袖・目㌶
・^'o
 ○石メ。

 堵。。

 芋誓㌘叩し
 ウミ市ヨ・排
 '・ぜ点、虎
^ヲター,…`'
 庁'アリ中レ
 '『がキ{、';'レ
 クグκクカ・イケレ

 薪催洲孤し
 綴喜、芸し
 芯退εし

0Zノ

 。鴻蝦0
イ0

皿
周
 。j、島

 ユ).底棲生物(珊.4)

 調査期間昭和32年ユ1月21～22目

 調査場所別区0)とおり(前回どおり)

調査方法前回同様

調査結果

 各調査点に為ける採捕生物醐1康0)とおりであポ

 調査船0)都合によりStl-3は.欠測。

 今回調査0)範囲(Stト3は除)では、優占種として「多毛類」がかたり多く0)点で出現して
 いポ(別区参照)

 前回「多毛類」が慶占種として現われていたのは沖合0)方に限られていた0)であるが、今回は
 1岸寄り0)各点にまで拡がってきている。

 叉前回同様、今回も「われから」は全然探集されなかったが、こ0)消長は季節的なも0)か、そ

 れとも特異た環境要因変化によるも0)か、今後0)調査に倹たねばならないと思う。
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生.物種類

 ぬまえび科の一種

 えび(種不明)

あかしまもえび?

えびしやこ

 ひとで(前腕目)

 ひとで(種不明)

 おかめぶんぶく(うに網)

フイ1コワオルスヤポニフクス
 (なまこ幅品目)
 多毛類(うみのむし含む)

 ラスパソマメカ邑?

まめがにだまし?

 ゆむしの一種

端脚類

きせわた

 つららもどき(かいこがい科)

巻貝(種不明)

みぞがい?

 たかのは(まてがい科)

 つまべに(二枚貝)

二枚貝(顧不明)

 二枚貝稚介(種不明つ

 ちりはぎ?(した』りがい科)

つのがい

ぺつこうきらら

おほき'ららがい

 ちごとりヵ“、

こめざくら

ゆ5しおがい

 つのかさのり(緑藻)

 ひないわった〔ク)

等脚類
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           生物種類1214161Z19
           ケ%ケ%ケ%ケ%ケ%

           ぬ童えび科の一種229
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           ひとで(騒不明)

           おかめぶんぶく(ラに網)
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等脚類
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 ◎汀生物

 調査期間昭和32年ユエ月22目、25目
 調査場研前.回ど港ゆ
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底棲生物(珊一5)

 ○調査期間昭和33年ユ月ユ3,14目

 ○調査場所別区0)通り

 ○調査方法前回同様

 ○調査結果

 各調査点に着ける採集生物は別表0)と潜りである。

 今回も多く0)点で「ごかい」が優占種として現われて=いる。r般に沖に多くみられているが、
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 St1.17だと0)岸近く0)Stでも「ごかい」が優占している。島津新田地先でほ貝類0)優占か:.見ら
 れ前回あまりみられ放カ・った・海藻類も採集された。

 前述0)ように種類数0)最も多かった0)はS土320)17種であるか、St230)ユ2種がこれに次いでい
 る。

 全般的にみて、清水川延長線から永浜寄りに多かったミ前2回採集されたかった「われから」
 は今回Stユ7に若いて1星採集された0)みである。

           生物種類12357
           個体数%個体数%個体数%固体数1%個体数%

           ばせ228.5
           えび           (破損の為種不明〕423.5
           もみぢがい16.7
           ごかい125口29.4210.5

           ゆむし28.3
           5さべにます湘稚介529.4

           あさり342.9
           なみのこ類似?28.3

           ほととぎす28.335014.3
           うみにな14.3

           かにもりがい           あおさ10            多し52.           312.5多し317.7多し

           あおのり4           かごめのり2.1            5.3

           有節石灰藻?           いぱらのり14.25.3           16.75.3

           おごのり28.316.7
           紅藻の一種

           生物種類911121416
           個体数%個体数%個体数%個体数%固体数1%

           あかえぴ?1.3

           えび(頭胸部に赤斑.点有)56.4330
           えぴしやこ22.6

           かくれがに科の一種1.317.2

           よこながもどき?
           (かくれがに科)
           端脚類1.31ア.2
           おかめぶんぶく,
           ごかい4861.5220           等脚類117.2■7150・0

           214.3

           ゆむし33.8

           うすべにますお稚介1620.55副

           きんぎょ稚介1.317.

           うみにな3ア5.0

           あおさ           紅藻の一種多し210011            I7.           25.0

          
 

一
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           生物種類1719212324
           個体数%個体数%個体数%個体数%個体数1%

           ばせ26.3           くろだい稚魚?10           9.

           いしえび5.3
           しやこ3.

           あかえぴ?26.3
           えび216.7
           (頭胸部に赤斑点あり〕
           えびしやこ5.33.
           あかしまもえぴ3.

           ごかい218.21263.433.334.4
           等脚類3.

           9.
           一われから9.412.5
           ゆむし

           うすぺにますお稚介315.78.35
           べっこうきらら5.3

           おきしじみ稚介?3.
           き一りかい?3.

           つのがい618.8
           きせわた5.383.53.

           あおさ218.2433.3
           あおのり9.

           いぱらのり9.・
           おごのり9.
           ひぴみどろ9.

           生物種類2526283032
           個体数%固体数%個体数%個体数1%固体数%

           えび10

           `頭胸部。赦賄有)兄一び.生16.7
           (破損により種不明)           てたがこぶしかに物            採3.
           くもかに科の一種集2.           さ

           おびひろがに類似?れ48.
           らすぱんまめがにず16.7

           節腕目ひとで24.
           もみじがい(ひとで)2.

           ごかい210088口640.05102
           海胆目泥■2.
           5けうむし小10533.236.

           石
           ゆむし貝2.
           さつま赤貝類似?穀2.

           は
           しゆもくがい(叉はあ抽り)多224
           たまえがい量2.

           うすべにますお稚介採            坂16.710           いせようらく20.4            36.

           一じゆづかけくだまき(巻貝)24.
           つめたがい2.0

           はなむしろ(巻貝)1■6.7           ふじつぼ2.0
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 ◎汀生物

 ○調査期間昭和33年ユ月ユ4.ユ6目

 ○調査場所前回ど鳶り

 ○調査方法〃

 ○調査結果別区0)と島ゆ
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 かたくちいわし死亡原因調査

 33年2月0)かたくちいわし初漁時から蓄養いおし0)死亡現象が鹿児島湾各所に散見され、8月
 中筍に到って業者0)注目ゴるところとたり、桜島小池0)蓄養業者中村盛吉氏0)要望もあつ』C、そ
 0)原因調査を打つだ。一

 調査目22年8月24目、25日、26目

 調査場所桜島小池0)蓄養場並びに垂水町新城軽石浜沖合0)漁場。一
 調査方法業者から0)聴取りと蓄養魚、死亡魚0)魚体調査。漁場、蓄養場0)観測を打つだ。
 A予察

 蓄養いわし0)死亡現象が:著しいと0)業者から0)連絡(詳細た状況連絡たし)によって、先っ蓄
 養いわし0)死亡に関係があると思われる要因を次0)ように考え、現地で聴取調査を打つだ上で、
 主な要因0)究明を行うとと、した。

1環境要因0)異常一

 A)非生物的要因

一1気象要因

 2天象要因(太陽、太陰)

 3海底要因(火山系と0)関係→硫化水素0)発生)
 4海況要因(フk温、塩分、そ0)他水質特に化学的、物理的異常)

 B)生物的要因

 ユ.赤潮現象による影響

 2.食性群と0)関係

 皿かたくちいわし楽群0)異常

 A)一点体0)損傷

 B)魚群衆0)形態的、生態的差異

 C)魚体0)生理異常

 B現引こついての魏軍リ調査

 聴取りは主に中村幸遣氏から打つだ。

 ユ.初発生0)時期2月ユ2目0)夜漁時に現象発生。飼付けた目からゴでに死亡はみられ■たが、

 最初は少く2～3日後に大きく現われている。

 2.そ0)時0)海況今・年は例年に比べ汐漁オ:や㌧早かったためか、海水温ホ:例年0)漁獲時に比

 べて低かった。叉、例年。)夜漁はlE暦。)正月過頃からであるが今年は1白暦。)]2月24日に初
 漁。

 赤潮現象は例年に比べて少い。

 3.漁場と0)関係桜島・以北0)焦.体は肥えて生殖腺0)大きいも0)が多く死亡率は低い。(現在
 ユノ3歩留り)併し、以南0)も0)は、やせている屯0)が多く死亡率が高い。(殆んど全滅)

 4.太陰と0)関係月令による相異庭あまりたいようであるが、大潮時0)潮流0)早いときには

 や、死亡率が高くたるようである。

 5.魚0)型としr=は、例年同理0)も0)に比べてや、大型0)ようである。

 6.漁獲量0)多少による相異「漁獲0)少い」ときより「多い」とき叔率はや、高いようで
 あ・る。I

 7.漁獲陣0)魚群0)行動漁獲時、網を表層近くあげたとき魚群が烈しく下降しようとゴる傾
 向がみられ、そ0)ようだ行動を春とした垂群は死亡率が非常に高へ
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 8.漁獲方法並びに蓄養方法は平常と何ら変化たし。
 9.湾内何れ一0)蓄養場において1も死亡現象カ・1みられそ0)程睦も大同小異である。

 ユ0.蓄養魚0)状態いき0)よい魚(元気0)土い剣は蓄養かご0)底部を一定方向に泳いでいる
 が:、一不健全た魚は表層をふらふらし・ながら二永いでおり、従って泳ぐ方向も不定である。そし
 て、これら0)魚には外観的に吻端部カ:白色を帯びている0)ガ:確認される。
 ユ].死亡率

 例年0)季節別死亡率は春季3～5割

 夏季9㌧g.5割(魚体に傷力・:たく一高水温による環境異変に因る

 らしい)小型魚は生残1る。

 秋季ユ割であるが

 今年春季0)場合ぼ2月中10割

 3月フ～8割という例年にたい異常た率を示している。

 ユ2.2～3月現在0)いわし魚群は、いわゆる「いるか攻め」と云われるも0)である、即ち「い

 るか」に追われている群で濃密群をだし操業船間0)漁獲差が著しい。

 13.垂水、桜島神瀬一帯ではユ2月末から2月上旬まで「やりいか」0)好・漁か:ありユ3年振りと云

 われた。

 ユ4.蓄養かご、蓄養場0)環境には異常鉋:みられたい。

 C聴取リ調査からの推察並ぴ仁調査対策

 前項0)鶉取調査0)結果、大体弐0)ようたことガ1推察できる。

 τ.蓄養場に異常がみられたいとすれば、死亡0)最大原因偵:魚体0)損傷にあるようである。

 2.魚体0)破傷は、揚網時における魚群0)下降行動(一種0)逃避行動?)による網すれ0)結果

 と思われる。

 3.かたくち魚群に下降行動を起す原因か何処にあるか、これを究明サることが樵眉0)問題で

 ある。

 4.下降行動を起つ原因として考えられることは

 イ)海況0)異常

 口)害敵一海況と0)関係

 ハ)魚群衆体0)生理作用(醐。e的)

 ・産抑行動と0)関係・白タレ、黒タレ0)関係。

 0)三点があげられる。

 調査対策以上0)三点から次0)よう灼対策をたてた。

 ユ漁場、蓄養場0)海況観測、並びに既往賓料と0)比較検討。

 2漁場、蓄養場における魚群0)行1勧と損傷0)状況。

 3死亡魚群0)魚体測定並びに既往賓料と0)比較検討。

 D調査結果

 ユ)鞠場蓄養場0)琴況観測並びに既往資料と0)比較検討
 観測結果は別表0)どおりで、漁場、蓄養場に潜い一しは何れも異常要因を発見できたかった。

 先っ水温を見ると3月下句平均水温0)年変化は27年ユ5.4ゲC,28年ユ6土40C,29年ユ6.8フ叱、
 30年ユ6.87℃であり、調査時はユ6.4℃、ユ6.㌍Cで殆んど変化なし。

 比重は2フ年25.04,28年23.64,29年25.92,30年25.92,30年24.36で調査時は

 24.g上25.61とたっていて水温同様殆んど変化なし。

 そ0)他、PH,KM早O捕費量等には異常はみられたい。
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 プランクトン採集0)結果は女0)と為りで1あった。
 月日33年3月25目7h20m一フh30m

場所垂水軽石浜漁場

 方法口径25Cm閉鎖ネットで55,45m、ユ0,Om垂直採集

24時間後沈澱量測定

 1.55-45m間10㎜採集淡澱量8.伽

動物性3割

 0ikoP1,1j胞正r.Sagift乱48.CoPoPoda(ワヒ型)11.カ、たくち身同2.Noot三1皿。a正.

 Cor舳皿m.C.Por咄皿uim正.Co-ycaou昌町.0n岨ea正.E1ユ。h且e1五ユ.0itho皿a正.

 CoPoPodao-he爬C.Evadno.r正.

.植物性7割
 Stph巴口。pyxisso1r.Tha1且昌siosiras一』btiIisr-o

 Sohrod咽dlヨ1ic田tu1且正}o.Laudedaboroa1isoo.Chaotooero昌spoo.(Ch.affi皿is正.

 Ch.dooipiens正.Ch.didzmusC.Ch.]orenzi目皿u害。)B且。爬正i且strum工～o.

 Rhi20昌1帥ia昌p正(Rh.s凱igo正a正r.

 Rh.sti1v肛Iatr.Rh.31割ta正.Rhmb皿s帖町.Rb.oa1oara可is正正)

 Dit21ium正r.Core-hτo皿皿.Nit2shi里正正.Hemidiso皿so.

 丁止aユx工r.C舶昌i皿。disous0

 2.10-0皿間10m採集淡澱量9.4㏄

動物性

 Nooli11」c且。{o.CoP叩。da(micro)〔c.亙¶ad皿e正.OikoP1cl」旭正r.Ce-ati山㎜c

植物性

 Co富。i口。d三日。u日。.I.audoriaユ.Euoampiaπ.Cha飢。ooro昌r.Rhi20日。]oIlia正.

 Nit2昌hia1=r.

 以上0)ように5Cmと5mを中心としてユ0m垂直曳0)結果は植物性が1表層に非常に少く深層
 に多かったこと、表層0)9割は夜光虫で占められていたことが注目される。

 魚群0)行.動とプランクトン0)関係について考.察ゴるに、先っ今回0)魚群異常行動が泳層と

 表層におけるプランクトン0)相違にあると仮定し工論歩ると通常、表層に多い植物性種が深
 層に多かったこと夜.光虫が表層に多かったごとがあげられる。植物性種は運動性か:弱くト

 ユO回ユ層に分布する0)が普通であるが:これが逆に深層に多かったごとぼ注目されることで原因

 は潮流0)異常に求められるが:当日ρ)観測では特異とは云えたい日夜光虫ガ:表層(O、ユ0m)
 に多かつ一た0)であるが(8.0cc)これ・を濾本一量1Lあたりに換算づるとO.02cc弱であって、
 魚群行動に影響を及ばつ程多いと云え狂い0)では;なかろうか。こ0)ように考えてくると魚群
 0)異常行.動0)原因は他健.求めるべきが:優当0)ようである。

 2)漁場、蓄養場に為げる魚群0)行動と損傷

 イ、漁場

 3月25目揚網時における魚群0)行動を観察づるため中村盛吉氏0)運搬船に便乗して新城、

 軽石漬0)漁場健向った。漁獲した魚をイクースにうつすため網を表層において絞る0)で、魚群
 は網申妃鳶いて濃密群とたるが:一般には魚群ぱ101皿層位からすで訓一定方向に旋回を始める

(漁業者談)
 調査申、薮城沖ではかたり0)漁獲があり、魚群は右往、左荏してや㌧混乱状態にあつたが

 著レく狂いさわぐぼどではたく、従って=下降行動も著しくは・なかった,軽石浜漁場でも新城
 漁場とぼゴ同様0)魚群行動を示していたが新城漁場ほど敏感でたかった,こ0)ことについて
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 漁業者は「今日は南風が吹いている0)てや、暖く海水温も上ってきたようだかIら魚群0)下降
 行動がみられ.たかった0)だろ」と話していた。しかしたがらこ0)談話は漁業者0)単なる予測

 であって下降行動土:低水温に原因することを前提としたも0)であろう。当目0)調査鋳果では
 低水温で確認できたかった,

 以上0)ように期待していた下降行.動を群さに観測できたかった0)は.原因究明上.まことに残

 念であったか漁業者にとって仁:不幸申0)'幸と云うべきであろう。魚体0瀬傷も著しいも0)は

 みら牝す52尾襯塞0)中24尾が口端部に軽い溢血を生じていた,これ・ら0)溢血は.度下閉止とみ

 られるも0)では脳挫傷を併発して蓄養申、死亡する可能性か考えられる。

 口、蓄養場

 蓄養・中0)魚群0)行.動は、前述0)ようにいき0)よい創弓:「カゴ」0)底部を一定方向た旋回し

 ているが:、不健全た魚に蹟層をぶらぶらして泳いでおり、口端部か:白色を呈して二いる。魚俸

 37尾について損傷0)有無、程度を調査し一たI結果に:別紙0)と着りである。〔第二表〕

 即ち、大損・傷をヲけているも0),或は外傷をうけているも0)、皮下損傷をうけているも0)

 或1…:それら0)すべてをうけているも0)等、調査魚0)ユOO.%が何れか0)損・傷をうけていた、

 (もっとも調査創…:蓄養中0)魚をタモ網ですくい取った0)で蓄養カゴ0)底部を泳いでいる魚

 は採取し難く、表層を泳いでいた不健歪な魚をより多く採取しただろうことば香定できたい

 併し死亡魚0)特長0)一端を知るには充分と老一えた)

 損傷で最も多いも0)生::口端部0)凝血と眼球角膜0)潜血であり、茨いで口端.部0)外傷、眼部

 0)外傷、体側0)外傷、鰯蓋0)浴.血Lで、飼付け後ユ0目目0)魚群には眼球突出0)大横・傷をうけて

 いるも0)もむる。鱗の脱落1=1価れ0)魚体にも多少尉ら・れる。これら閏.血0)盤て一は網二取り0)際

 に俸:表にうけた単なるカスリ傷によるか0)ように誤認さ.れ勝ちであり漁業者はひとしくこ0)

 ように考えているようであるが:これ・ら0)傷は注意してみると単なるカスリ傷に属するも0)は

 意外に少く、多く1ご1皮下外傷に属する皮下出血とみられ一るも0)であり、脳挫傷を併発してい

 るも0)と思わ、れる「単なる皮下関.血は皮下毛細管0〕断裂ですぐ止血し暫く茨白・色0)I痕跡とし

 て残るにすぎたいか:、麟I挫傷に1働恢又は静・脈0)太い部分を断裂して脳室内に多量0)血を溢れ

 きせて飼付後数日にして死亡を惹きおこす主因とたるとと」を末広博士は明言して=いる。

 3)死亡魚群0)魚体測定.並びに既往賓料として0)比較
 イ、漁場によ{1.比較(同時に漁獲さ、れたも0)㌧創水差)

 揚網時における焦.群行勧を軽石浜,新城0)2漁場で観察したところ、前述0)ようにそ0)行

 動0)敏感0)程度に差があった0)で魚体0)生理的あるいは型質一に産力I:発見されろ0)ではたいか

 と思われたか被傷一0)程度を調べた結果では漁群0)行.動程差は認められず、蓄養場解番人0)話

 てば歩留りにおいて大同小異であろ弓というととであった,これは湯網完了から蓄養カゴに

 移すまで0)経過時間0)差による破傷か:原因だろうとも話していた。

 漁場揚網時0)敏感度揚網完了時揚網完了より力。ゴに移すまで0)時間歩留予想、

 義斤占麦カ…たり奄女尭薬51=』40正回2.O制寺硝ヨ1/3

 軽石浜や、敏感5h3Qmユ.5時間5/2
 以上0)ようだ状況0)ため魚体差をみる賛料として娼1適切とは云えたいか一応測定を実施し

 た。

 測定項目一頭長、体長、体重、生殖腺重量、脊椎骨数(比頼長.肥満度、生殖腺指数)

 結果は別紙0)どおりで調査項目0)何れにも両者0)間にぼ墨ぐ一、或は殆んど・差がみられな

 い、従ってと0)二群は同時期に同一時期に同一海区で発生し同時に湾内に油入した群と推定

 される。
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 口、既往賓料と0)比較
 過去0)同期(2,3兄)における調査実績は下記0)と若り30年3,31年4例がある(32年

 同期事業報昔)が今回0)2例と簡単に比較するわけにはいかたい,強いて比べると生殖腺指
 数において32年同期よりや㌧たカ中が(今回はk92.76,2.97)生殖腺赤:肥大している1二と
 か魚群行1勒にどれ程0)影響を与えるかわからす叉、少たい調査例から判断がつかたい。

漁獲日体長肥満度生殖線指数奇権号数
77

30.2.5928,34

3.2ユ159.20

87
3,291ユ82.25

31.2,249フユO.00

2.24フ78,59

3.5928,66

3.6929.15

9♂

45.ユ2

3,254.6345.ユ0

].76

1.92ユ.6744,89

1,252.8845,33

1.0フ0.9845.ユ3

ユ.671.2345.26

 結局、揚網時における魚群0)生理或いは型質0)差にありとすれぱ損傷産0)異状にだカ・いも0)

 とそうでたいも0)について同時にサンプリング調査すべきであった。

 E考察

 極めて短期0)、しかも目的とした魚群行動(魚群0)下降)を充分観察し得たかった調査0)結

 果から根本的な死亡原因を結論することは望むべくもたく既往資料0)検討を続け杜けれぽたら

 たい。ただ、今回0)調査から現在までに推論しうることな

 「網捕り0)際0)魚群0)烈しい下降行動狂よって魚が網に衝突してうけた損傷特に臓挫傷赤1蓄養

 後0)死亡原因どたり、魚群0)烈しい下降行動は水温、塩分そ0)他水質要因、プランクトン、魚

 群衆体間0)差等による影響よりも「いるか来漉群」(或いは、これに類似する外敵?)による
 魚群0)恐怖神経過敏に基因するところが:大きいと考える方か:安当0)ようである。併しなが:ら

 「いるか」0)多量来潴については数字的にに:何ら把握し得ない現状にあり聴取り調査0)範囲に

 と∫まるも0)である。「いるか」0)多量来潴ガ:事実とすれば(更に又ユ2月下句、2月上旬0)ヤ

 リイカ好漁一13年振と云牙)れる一があったという事実からすれば)そこにぼある程度0)海

 況0)変化は確認されて1黙るべきであるが把握すするにいたらなかった。」(九万田・小松)
 〔第1表〕1.蓄養場海況調査表3月24目13,14時桜島小池

水温

蓄養籠内

0mユ6.8
籠底16.8
ユ1m

籠外

ユ6.8

ユ6.2

酸素量
0m

籠底
ユ1m

5.505
4.496

5.4フO

PH.⊃m 8.3 8.3

比重
0m
ユエm

24.9フ
25.38

 CL筋
0m
ユ1m

ユ8.フ9
ユ8.90

 KM亙04Lノ区 0m
llm

3.ユ88
4.12ユ

2.漁場海況調査



 イ、軽石浜3月25日6h40m
 気温190ユ℃風向力S明2波浪ト2

 水温ユ6.。C一(5Qm)比重25,6(50皿)PH8.3(5Qm)
 C1茄ユ9.05KM逼〇一mg/17,231

 魚体損傷調査結果52尾中24尾に口端部軽い溶血あり。

 口、新城3月25目

0m

 フ記(温ユ6.45

比重25.54

PH8.3

 CI%皿

 KMoO側9/1

7bユ5m

ユ0m

ユ6,4

25,54

8.3

ユ9,02

2.8ブフ

25m

ユ6,8

25,61

8.3

 プランクトン前言己0)とおり

 〔第2表〕魚体被傷調査表
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 イワシ魚体測定表

調査港1牛根
漁具1八田網
 魚種1かた/ち 場1新一城
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 浦内湾に右けるアコヤガイ採苗の可能性について

 アコヤガイ真珠養殖に拾いて母貝0)不足が喧曝されてい・る現在、本県における期業もそ0)母貝
 0)殆んどが長崎産、三重産に依存していて経営面におけるコスト増は看過できたい0)で、浦内湾

 に為けるアコヤガイ探苗0)可能性について予備的た調査を打つだ。

 浦内湾の地形

 上甑島0)西部に位置し別区0)ように小島浦、桑ノ浦より成り湾口800触、奥行2,600m内外0)丁

 字形0)'湾で湾口以外0)三方1::200～300m,0汕で囲ま.れている。水深(大I潮干潮線下mであらわ

 す)は、最深部で約26m(湾口)桑ノ浦、小島浦では10皿等深糠がそれぞ.れ入江0)中央まで伸び
 ているが深部で約ユ5m前後となっている。

 ・浦内湾の気象

 ⊂気温〕浦内湾における気象0)観測を実施している0)は瀬上小学校と桑!満0)字佐小学校で気
 温0)測定を打っているにすぎたい。そ0)

 結果を図示す.れば次0)とおりである。い

 ずれも最高最低0)気温変化を示す。

 最高気温0)変化をみると4月0)2少C

 前.後から進1歓上昇して7,8月に3ト3

 γC0)隼最高を示しユ月に1まユ9,2びC

 を示している。最低気温では4月ユ5℃

 一前I後から8月は26,3ぴCどたり1月3

 ～ぺCを示レて夏0)温.度差に比べ参0)

 温.度大差はきく冬期気温・0)日変化赤:著し

 いことが窺え・る。これを本県平均最高最

 低気温に比べると夏は最高最低共略等し

 いか:参0)最高気温は浦内湾洲…:るかに高

 一くたっている。

 〔降雨量〕上甑中学繊0)資料に基いて、

 調査した結果1ご:≡欠図0)0)どおりで一ある。

 梅.雨期0)6月が440ミリで最高を示し

 次いで7月、9月が略等しく以下8月、

 5月、ユ0月、4月0)I項とたって、.へる。11

 月から3月Iまでは150ミリ以下で1月0)7

 6ミリカ:最低である。本県平均降雨量に比

 ヘゴ月から5月までと、7月はユO、亨Oミリ0)少ないが:梅雨期と8～ユ2月は何れも多い。9月か8
 月より多くたっている0)は育風期0)ためであろう。従って梅雨期、台風期には湾内海水も低鯛と
 たると思われるがこρ)時期0)競演1j報音はたい。

 〔風〕前述0)ように浦内湾は三方を山で囲まれているため風力は弱く凪0)目が多い。台風時に
 は船舶0)避難場研として恰好0)ところであり、真珠養殖場として風波による被害をう.けることは
 殆んど考えられたいい。

 ・浦内湾の海況

 〔水温〕

 2月0)最低ユ4℃から漸次上昇がみられ4・}5月からは急激た上昇がみられる。8月に年最高



 0)26～2駅Cを示し9月より下降を続けている。ア

 コヤガイ0)分布を制限する第1要因楓水温であるが

 浦内湾では1びC以下0)水温になることはないも0)

 と思われ、冷潮によるアコヤ0)繁死は懸念され放

 い。

 アコヤガイが産卵を始める水温20.Cは5月に現わ

 れ産卵0)最盛水温25.Cは6月下旬、9月に現われて

 いる.各期最低14びという好条件に恵まれているた

 め黒螺貝0)越参も可能た状態である(調子真珠柳氏

 Iによれ一ば黒螺貝は1割位鑑死)

 〔比重〕現在、比重0)観測は行われていたいがユ949年0)調査によればユ月24.00～25.00,4月

 25.60-25.90を示している。特に降雨量0)多い梅雨期0)観測が:たい0)で低鯛値0)如何が判岨しな

 いが、周囲0)陸地か限られている0)で問題とするに足らたいと思う。

 〔栄養塩類〕

 ユ949年0)調査によれば茨義≡0)とおり。

 浦内湾においては地勢上局隼を通じて多量0)陸水補給は期待できナ地質農地面積0)関係上からも

 栄養塩類0)補給は貧弱であり殆んど海水から0)補給に依存したけれ一はならたい状態である。

 燐酸塩は24,33㎜苫∫㎜詩、・硅酸塩は1610.1200m9/m出を示し黒潮系水域においては倒れも割合年
 多いカであるが、一般0)真珠養殖場に比較すれば燐酸塩、カルシウムが少い、併し母貝養殖にほ

 影響は少いと考えられる。

 〔PH〕ユ949隼0)調査ではユ月瀬上浦8.2他0)S蝸すべて8.3とたっているか4月には瀬上浦

 7.フとたっていτ母貝・稚貝0)成育に不適当と思われていたのであるが今回0)調査では満潮時低

 潮時共に8.3を示し異袴はみられたかった。
 桑ノ.浦0)アコヤガイ棲息地0)3力所でも8.3であった。

 浦鵬の氷灘/し
(謂擁珠融)
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アア0.0
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ア69.0
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24.0
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32.0
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.412.8
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41軍.91
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 〔潮流〕浦内湾に為いては平時には往復潮流がみられる。

 特異現象としては「あぴき」在る現象が厘々みられることである。漁協職員0)話によれば3月

 頃最も顯著にあらわれ干満0)如何を問わす降雨前、時化前に発生し易い。大潮時、小潮時では大

 潮時によく発生し小潮時には殆んど発生レていない。大きい0)は高低0)差か;3mにも及び月に平

 均2同位は小規模た「あびき」0)現象がみられる。これによって漁船0)ともづなが切れで船を破
 損したり真珠筏を破損したりして漁業0)うげる被害は大きい。
 と0)現象について須田院弐署0)「海洋科学」を参照してみれば次0)ように記されている。「因

 みに長崎港0)百1脹動は神々纐著た0)で昔から土地0)人々0)注意するととろとたり「あび.き」たる

 特称が与えられ、争では九州一円、副振動を「あびき」と呼んでいる。角箱や盤に水を入れて左

 方0)端を持ち上げて急に放すと中0)水握1一定0)週期ぞ左右に振動する0)をみるであろう。こ0)場
 合に氷粒は藍0)底に至るまで殆んど表面0)それと同じように運動する。これは全然、表面波0)場

 合にはみられないも0)で明に長波0)性質を呈している。と0)場合に水面0)昇降は左端と右端0)両

 端で交互に最大にたる1が中央てば全く水面0)上下動はたく唯水平0)流動0)署しW)ガ:眼につく。
 こδ)振動曜二しばらくすると内:部摩擦や底面0)摩擦によって次第に減衰してしまうところ0)水0)自

 由振動又は自己圭魔Oであ岩。湖水や四方が比較的閉ぢられた海湾0)水もこ0)盟0)水と同様、それ
 に作用する外力0)変化に応じて一定0)=週期を持つ泡自己振動を起すも0)である。

 港湾内0)海水0)自己振動を特に潮汐0)副振動と名づけ大体潮汐による水位を中心とした小週期
 小振幅0)波動か副振動である。

 副振動0)発生原因は主として気圧、風、降水、雷雨など0)気象粟素0)変化叉は地震や急激なる
 流水、河水0)出水だとが原因要素としt数えられ気象0)短週期0)変は主要狂発生原因にたるし、
 雷雨0)際にもよくそれが発達す乱風は一般に強く.吹くよりもむしろ風0)息か:湖、港湾0)自己振
 動0)週期と一致した変化をたすときによく誘発され為らしい。特に気象要素0)変化を伴う低気出

 0)港湾附近に発生叉は接近する場合に巻いて著しく発生す亭。荷、湾内海水は湾口から外海0)影
 響をうけるから大きたウネリや叉は津波等が腔来してく.るとそ0)刺戟に応じて副振動か:優勢に発

 達する。長崎港や博多湾では気圧0)波動が最も有力た原因とたっている。



 〔P1肌kton〕浦内湾におけるプランクトン0)調査報告書をみたいが赤潮τついて地元民から

 0)聴取によると、島よそ:次0)とおりである。

 「赤・潮は2～3月と1ユ月頃よく湾奥に発生する0)をみるか表層にかぎられていて水面下1.5～

 3.6m(アコヤガイ1.5～2.1m、黒螺貝3.0～3.9m)に易してある養殖貝には殆んど影響をあた

 えていたい。

 〔底質〕湾中央部ご1主に・泥質Iであるカ:両=岸・近く砂泥質一文に1礫質よ眈り一般に湾奥部でに11泥土

 が多く湾口部に進むに従って砂礫質が多く沈り、湾口に:外洋性岩礁地帯を形域して'いる。

 〔底棲生物〕州洋性生物群が優勢で石茨藻に:殊に多く湾口には海綿などもみられ、アコヤガイ

 黒螺貝だと0)害敵としてあげられるタコ、ウミヘビ、ウツボ(方言キダカ)が多く・チヌも多いと

 云われるミナマコはみられ.たいがウミが点在しておりイセエビもわすかたがら穣、畠、している。ア

 コヤガイ探苦.育成においても害敵防止に:特に考.慮したければたらたいと思う。

 〔附着生物〕水面下5～6m0)範囲はフジツボ、力・キ、海藻(石次藻0)一種す)だとか着生す

 る。特に養殖範に1…海藻0)着生か:著しくアコヤガイ真珠養殖0)場合には籠を二取換える必要があ

 る。干満線間0)汀、岩礁にもフジツボ、カキ、ムラサキイガイ、イソギンチャクそ0)他海藻類0)

 着生がみられる。6m以深でに:産物0)着生1:1殆んどみられていたい。

 〔透明度〕透明度0)観測報昔たく今回も調査でき

 なかつ液.が:、透明度は一般に高いようである。梅雨

 期、台風期0)大雨によって海水1箏1にごるらしいが:水

 面下1尺倖に限られているようで養殖貝には影響は
 ないようで牟る。
 ・浦内湾0)真珠養殖業0)現況

 浦『湾では小鼻浦に上村、矢野、調子一山勝、浜
 田0)5真珠会社0)作業場があり黒螺貝0)棲入れ、ア

 コヤ貝0)施術を打ってい声。
 各養殖個数は次0)とおりである。(申請=分)

       ・31年度=        ■32年度33年度
       アコヤガイ1,一       一一黒螺貝1アニャガィ!黒螺貝.ア片ガイ1黒螺貝

       I.

       調子121,1004,5C0;一一        :19,239       ,伽,00口1!
       上村一5.5C0:3,5口028.00014,565,100.0001

       II9,82アli一       矢野7,198.2,5005,761

   
    

■

       30.0001!・!       山120,000■■       一一32・000≡一        」32D,00q       浜田.さ        一一

       一10・5001'32.5001       '147,…i
       計≡ヨi63・ア98≡一102,32ア125,565■687.0001       ■I

 32年.暖は黒螺貝約2万5千に対しアコヤガイは約ユ0万で4倍を示し、。31年度0)約ユ.5倍とたつ

 丁いる。更に33年度計画てばアコヤガイ68万フ干と急増0)傾向にある。

 ・浦内湾におけるアコヤの分布資源量。

 アコヤガイ0)分布は弐図0)とおりである。

 即ち小島浦、桑一ノ浦0)湾。輿部に多くそ0)他では礁0)場所に多一少棲息している。現在てば一案ノ浦

 に多く桑ノ捕婦人会では31年40〆、32年フ0〆を採1取し、瀬上てば27年以降I毎年5,lO〆位が探1取

 されるらしいが、32年度は6〆程度を〆当り500円で真珠会社へ販売している。

 侠珠坊勿庖置〕



 アコヤガイ0)棲息水深は稚貝が大潮干潮時撃出
 レている処から干潮線附近まで、成貝では干潮繰

 下0'トユm内外0)深さまでである。なお、桑ノ

 浦婦人会では天然アコヤガイ0)増殖を図る目的で

 昨夏、投石事業を打っている。

 ・眞珠母貝の藁入先

 3ユ年、32年共に三重県産叉は長崎県産母貝を購

 入している。唯、調子真珠が33年産施術貝として

 昨年夏地元産をユ万個購入している0)は特筆すべ

 きであろう(/当り500円)33年度においても殆

 んど県外産0)母貝購入か予定されている。

 '浦内湾におけるアコヤ眞珠の品質と今後の見透

し

 元来、本県におけるアコヤ真珠では色づき特に黄色系0)色彩がでる0)てばな.いかと云われてい
 た。

 調子真珠柳氏0)見。解は家0)と島りである。

 養殖技術と管理に左右されるところが大きく、貝自体による品質0)差異回大きくあらわれない

 。)ではないか。もし技術と管理が同一条件0)場合三重産に比べると白色系がや㌧少い程度と思わ

 牝る、併しごれは漁場要因によるも0)か、貝自体0)影響によるも0)か現在0)どころ不明である。

 現在まで0)事業0)結果ではアコヤガイ真珠養殖も可能であることが実証された。併し;未だ浜

 上げを打っていない0)で最絡的な結論は云えたいが採算段充分と軋る見込である。更にナマコ池

 0)貝も(ヒメチョウガイ?と.昏、われるが)採苗して直ちに浦内湾へ移殖してみると大村系統0)貝

 に酷似しており養殖母貝≒して度用可諺0)ようである。
 三重産と九州産母貝を比較すると九州産は貝殻がうすく三重産で2分級0)稜を入れることがで

 きるとすれぱ、九州産では1分7厘0)棲しか入れられたいなど0)欠点はあるが、価格面てば三重

 産は九州産。)2倍乃至はそれ以上である(三重産は〆当1りL000～3.O00円が普通であり、高いと
 きは4,000～6.OOO円もする)従って経営面では九州産0)方が有利にたってくる0)ではたいだろう

 かと思わ牝る。もし最絡的た結果において浦内湾0)アコヤ真珠が三重産に比べて著しく劣るよう

 だ場合は、日本人向0)製品作成0)方向(例えばアコヤ0)半円真珠作成)へ進めばよいと思う。
 今後0)問題としては、浦内湾0)環境条件がアコヤガイに与える影響を充分把握してそれに対す

 る技術的た対策0)考究に進めたけれぽたらたいと思う。

 ◎アコヤガイ探苛についIて

 ・人工探苗の有無

 浦内湾では企業的た人工探苗は行われていない。32年浜田真珠においてコレクターを施設した

 らしいが、稚貝0)着生は良好・とは云えず企業的には難しい0)ではたいだろうかともらしていたそ
 うである(浜田真珠0)係員は長崎へ出張不在0)ため山勝真珠田村氏より聴取り。従って探苗0)方
 法等は判明せず)

 ・母介、籠、その他にアコヤ稚介が着生しているかどうか。
 前述0)ように桑ノ浦では以前よりアコヤガイ0)棲息が知られていた(24,5年前ナマコ池から

 桑ノ浦ζ移殖したと0)言い伝えあり)0)であるか:、瀬上では27年以降アコヤガイ0)棲息が確認さ
 れ刀いる(ヒメゴチョウガイ?)がこれは24年にナマコ他産0)貝を移植した結果と思われる。調

 子真珠0)養殖場附近にも稚貝0)着由がみられており、更に31年ユO月大村より移殖し施術した貝0)

 多く観し?・眺

 秒稚して・拠



 稚貝と思われ尋0)が、カゴ、母介0)殻、杉葉、坑木等にも着生し1ている。そして稚貝0)着生はコ
 レクターに爽雑物がついてから着生するようぞあり口rブ、カゴでも新しいも0)ぱ稚介0)着生を

 みないとのことである。

 アコヤガイ探董の可能性

 以上0)調査結果から、探苗0)可能性は充分考えられるが探苗0)際に次0)点については考慮を払

 うべきだろう。

1探苗適期2採黄器0)種類3探苗器0)垂下層4害敵防止

 ・ア]ヤガIイ採苗に対する真珠業者の考え方

 浦内湾でも充分、アコヤガイ真珠養殖がやれることが実証された現在、年と菜に養殖規模も増
 大しつ㌧あり母貝需用も高まりつ㌧ある。こ㌧当分0)間はそれら母貝を長崎産叉は三重摩に倹た

 ねばならず、結局母貝購入費0)過多を来すことは必然であろう。従って業者としても人工探苗0)

 必要性証認識して一部(浜田真珪)でぼわすかたか:ら探甫を試みているが、各作業場で人員不足
 と設備不充分0)ため探黄試験実権0)要望があった。そして試験実施に際しては全面的に協力した
いと0)ごとであった;

 アコヤガイ裸一割こ対する漁協の考え方

 漁協としても現在0)漁業不振を挽回すべく何らか0)対策を講じたけれぱたらたいと考えており

 漁家収入0)増大を一図る意味からも採苗が企業的に発展することを望んでいる。従って探苗試験に
 対しては協力をおしまたいと0)態度を示し、ている。

 以上、環境的にはアコヤガイ探苗0)可能佳が充分認められ業者、漁協からも探苗試験実施0)強

 い要望があった,(九万田・上田)

 一2ユ2一


